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ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
に
お
け
る
年
次
と
四
季
の
確
定福　
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毛　
　

卓　
　

瑪

一
、
研
究
の
目
標
と
方
法

　

ツ
ォ
ン
カ
パ
・
ロ
サ
ン
タ
ク
パ
（tsong kha pa blo bzang grags pa, 

一
三
五
七
〜
一
四
一
九
）
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
興
隆
に
大
き
な
貢

献
を
し
た
高
僧
で
あ
り
、
ゲ
ル
ク
派
の
開
祖
で
も
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
毎
年
次
、
さ
ら
に
は
季
節
ご
と
の
事
績
を
辿
り
、

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
活
動
の
年
時
を
確
定
な
い
し
は
推
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ツ
ォ
ン
カ
パ
に
は
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
・
ゲ
レ
ー
ペ
ル
サ
ン
（m

khas grub rje dge legs dpal bzang, 

一
三
五
八
〜
一
四
三
八
）
と
ト
ク
デ

ン
パ
・
ジ
ャ
ン
ペ
ル
ギ
ャ
ツ
ォ
（rtogs ldan pa ʼjam

 dpal rgya m
tsho, 

一
三
五
六
〜
一
四
二
八
）
と
い
う
二
人
の
直
弟
子
の
著
し
た
同
時

代
の
伝
記
が
二
つ
ず
つ
、
都
合
四
つ
の
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ル
版
ツ
ォ
ン
カ
パ
全
集
の
第
一
巻
目
（ka

帙
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
．
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
『
偉
大
な
る
聖
師
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
素
晴
ら
し
く
希
有
な
る
御
事
績
：
信
仰
入
門
（rje btsun bla m

a tsong kha pa 

chen poʼi ngo m
tshar rm

ad du byung baʼi rnam
 par thar pa dad paʼi ʼjug ngogs

）』, 71 fols, T
oh. 5259.
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2

二
．
ト
ク
デ
ン
パ
『
聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
の
補
遺
：
御
事
績
の
善
説
拾
遺
（rje btsun tsong kha paʼi rnam

 thar chen m
oʼi zur ʼdebs 

rnam
 thar legs bshad kun ʼdus

）』, 11 fols, T
oh. 5260.

三
．
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
『
宝
の
ご
と
く
尊
き
師
の
大
海
の
ご
と
く
広
大
な
秘
密
の
御
事
績
（
秘
密
の
伝
記
）
か
ら
少
し
ば
か
り
の
こ
と
を

述
べ
た
物
語
：
宝
の
穂
（rje rin po cheʼi gsang baʼi rnam

 thar rgya m
tsho lta bu las cha shas nyung ngu zhig yongs su brjod paʼi 

gtam
 rin po cheʼi snye m

a

）』, 16 fols, T
oh. 5261.

四
．
ト
ク
デ
ン
パ
『
師
の
秘
中
の
秘
な
る
御
事
績
：
素
晴
ら
し
く
希
有
な
る
物
語
（rjeʼi rnam

 thar shin tu gsang ba ngo m
tshar rm

ad 

du byung baʼi gtam
）』, 3 fols, T

oh. 5263.

　

ト
ク
デ
ン
パ
の
二
と
四
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
の
一
と
三
の
補
遺
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
非
常
に
簡
略
な
も
の
で
あ

る
た
め
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
活
動
の
年
時
を
考
証
す
る
た
め
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。

　

一
か
ら
三
ま
で
の
伝
記
の
成
立
順
序
は
、『
聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
の
解
説
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
二
八
〇
〜
二
八
一
）、
ツ
ォ
ン

カ
パ
の
生
前
に
、
一
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
逝
去
以
前
の
部
分
、
三
、
二
の
順
に
成
立
し
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
一
の
最
後
の
部
分

が
書
き
足
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
四
は
同
書
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
伝
記
の
コ
ロ
フ
ォ
ン
に
「
卯
年
の
八
月
八
日
に
書
い

た
」
と
あ
り
、
も
し
こ
れ
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
生
前
で
あ
れ
ば
一
四
一
一
年
と
な
っ
て
少
し
早
す
ぎ
る
。
一
方
、
二
四
年
後
の
卯
年
（
一
四
三

五
年
）
で
は
ト
ク
デ
ン
パ
は
亡
く
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
の
一
四
二
三
年
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
上
に
挙
げ
た
四
つ
の
伝
記

の
中
で
は
一
番
遅
く
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
没
後
四
年
目
に
当
た
る
。

　

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
生
涯
の
時
間
軸
を
決
定
す
る
と
き
、
以
上
の
四
書
の
う
ち
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
の
『
信
仰
入
門
』
が
も
っ
と
も
基
本
的
な

伝
記
資
料
と
な
る
。
ま
ず
、
そ
の
大
部
分
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
生
前
に
、
筆
頭
弟
子
の
一
人
で
あ
る
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
か
ら
直

接
話
を
聞
い
て
書
い
て
い
る
の
で
同
時
代
資
料
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
信
頼
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、『
信
仰
入
門
』
は
、
若
い
頃
の
修
学
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期
を
除
い
て
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
出
て
か
ら
の
記
録
が
編
年
体
の
よ
う
に
時
間
軸
に
沿
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
編
年
体
と
言

っ
て
も
年
時
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
「
次
の
春
に
」
や
「
夏
と
冬
を
過
ご
し
た
」
な
ど
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
季
節
の
記
述
は
大
抵
、
ど
こ
に
行
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
に
滞
在
し
た
か
と
い
う
場
所
の
記
録

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
誰
と
会
っ
た
か
、
誰
と
一
緒
に
行
動
し
た
か
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
情
報
も
、

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
生
涯
の
事
績
を
辿
る
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
。

　

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
著
作
に
は
執
筆
年
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
著
作
場
所
は
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
著
作
の
内
容
と

前
後
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
、
多
く
の
著
作
に
つ
い
て
執
筆
年
を
確
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
重
要
な

著
作
に
関
し
て
は
、『
信
仰
入
門
』
の
中
に
執
筆
時
期
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
研
究
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
著
作
の
執
筆
年
を
確
定

あ
る
い
は
推
定
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

　

同
様
な
試
み
は
こ
れ
ま
で
に
も
チ
ベ
ッ
ト
高
僧
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
特
に
チ
ャ
ハ
ル
ゲ
シ
ェ
・
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
（cha 

har dge bshes blo bzang tshul khrim
s, 

一
七
四
〇
〜
一
八
一
〇
）
が
一
七
九
〇
年
に
執
筆
し
た
『
偉
大
な
る
一
切
智
者
ジ
ェ
・
ツ
ォ
ン
カ

パ
の
御
事
績
を
分
か
り
や
す
く
述
べ
た
も
の
：
一
切
の
吉
祥
の
源
（rje tham

s cad m
khyen pa tsong kha pa chen poʼi rnam

 thar go sla 

bar brjod pa bde legs kun gyi ʼbyung gnas

）』
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
年
齢
と
年
次
を
対
応
さ
せ
て
、
一
年
ご
と
に
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
事
績
を

詳
細
に
記
述
し
、
さ
ら
に
年
齢
と
年
時
と
を
対
応
さ
せ
た
年
表
（rje tham

s cad m
khyen pa tsong kha pa chen poʼi rnam

 thar gyi bs-

dus don

）
を
付
し
て
い
る
。
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
は
コ
ロ
フ
ォ
ン
に
お
い
て
伝
記
を
執
筆
す
る
と
き
の
典
拠
と
し
て
、
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ

ェ
の
『
信
仰
入
門
』
と
『
秘
密
の
伝
記
』、
ト
ク
デ
ン
パ
の
『
善
説
拾
遺
』
の
他
に
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
全
集
のka

帙
に
収
録
さ
れ
て
い
る

『
ロ
ダ
ク
ド
ゥ
プ
チ
ェ
ン
と
お
会
い
に
な
っ
た
様
子
と
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
に
歯
（
聖
遺
骨
）
を
お
与
え
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
（lho 

brag grub chen dang m
jal tshul / m

khas grub rje la tshem
s gnang skor

）』
と
い
う
二
つ
の
事
績
に
つ
い
て
の
短
い
神
秘
的
な
記
述

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
時
間
軸
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
『
信
仰
入
門
』
の
み
で
あ
り
、
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
編
年
体
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4

の
記
述
も
、『
信
仰
入
門
』
の
み
に
基
づ
い
て
推
定
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
内
容
の
記
述
に
お
い
て
も
、『
信
仰
入
門
』
を
「
大
伝
」

と
呼
ん
で
頻
繁
に
引
用
し
、
そ
れ
を
骨
子
と
し
て
『
秘
密
の
伝
記
』
な
ど
他
の
資
料
や
、
書
簡
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
自
伝
、
讃
歎
偈
や
著
作

の
帰
敬
偈
、
廻
向
偈
な
ど
を
引
用
し
て
肉
付
け
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

K
aschew

sky

（
一
九
七
一
）
は
、
同
書
の
モ
ン
ゴ
ル
語
原
典
を
参
照
し
な
が
ら
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
る
。
そ
の
序
論
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト

の
歴
史
的
背
景
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
伝
記
が
列
挙
さ
れ
、
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
略
伝
、
モ
ン
ゴ
ル
語
原
典
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
文

献
学
的
情
報
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
訳
注
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
原
文
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
対
応
、
地
名
や
人
名
に
つ
い
て
の
情
報
、

主
要
な
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
著
作
の
対
応
箇
所
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
に
つ
い
て
の
研
究
で
はK

aschew
sky

（
一
九
七
一
）
が
参
照
さ
れ
て
き
た
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
ロ
サ

ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
伝
記
に
は
、
年
時
に
関
し
て
『
信
仰
入
門
』
と
部
分
的
に
齟
齬
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
たK

aschew
sky

の
研

究
を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
現
在
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
は
、
ギ
ェ
ル
ワ
ン
チ
ュ
ー
ジ
ェ
・
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の

『
偉
大
な
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
御
事
績
：
牟
尼
の
教
え
を
美
し
く
飾
る
希
有
な
る
宝
環
（tsong kha pa chen poʼi rnam

 thar thub bstan 

m
dzes paʼi rgyan gcig ngo m

tshar nor buʼi phreng ba
）』
で
あ
る
。
執
筆
年
は
一
八
四
三
年
か
ら
一
八
四
五
年
ま
で
、
著
者
の
生
没
年

は
不
明
で
あ
る
。
資
料
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
の
『
信
仰
入
門
』
と
『
秘
密
の
伝
記
』
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
他
の
多
く
の
伝

記
の
名
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
を
全
て
一
つ
に
統
合
し
て
伝
記
を
書
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
も
年
時
の
記
述
に
関
し
て
は

『
信
仰
入
門
』
の
情
報
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
伝
記
に
も
、

年
時
の
確
定
に
本
稿
と
の
推
定
と
の
ず
れ
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
伝
記
に
お
け
る
年
時
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
『
信
仰
入
門
』
の
記
述
か
ら
ど
れ
だ
け
の
こ
と

が
確
定
・
推
定
で
き
る
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
多
く
の
年
時
に
お
い
て
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
推
定
と
一
致
す
る
が
、
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5

本
稿
の
作
業
の
価
値
は
、
根
本
資
料
に
立
ち
返
っ
て
典
拠
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
年

時
を
推
定
し
て
い
く
。

一
．『
信
仰
入
門
』
の
中
で
年
次
が
明
示
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
確
認
す
る
。

二
．
年
齢
の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
確
認
す
る
。
生
年
と
没
年
お
よ
び
一
で
の
絶
対
的
年
次
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
年
齢
の
記

述
か
ら
推
定
で
き
る
年
次
も
一
と
同
様
に
確
実
な
年
次
だ
と
言
え
る
。

三
．
一
と
二
で
判
明
し
て
い
る
年
次
を
元
に
『
信
仰
入
門
』
に
お
け
る
四
季
の
推
移
の
記
述
か
ら
年
時
お
よ
び
年
齢
を
計
算
し
て
い
く
。

特
定
の
年
に
確
定
で
き
ず
、
複
数
年
の
期
間
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
を
明
示
す
る
。

四
．
年
時
だ
け
で
は
な
く
、『
信
仰
入
門
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
移
動
先
お
よ
び
関
連
す
る
人
物
名
も
併
記
す
る
。
ツ
ォ

ン
カ
パ
の
著
作
に
つ
い
て
も
、『
信
仰
入
門
』
に
言
及
さ
れ
る
も
の
は
全
て
挙
げ
る
（
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
挙
げ
な
い
）。

　

以
上
の
年
時
確
定
の
作
業
の
過
程
で
、
上
記
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
と
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
伝
記
と
の
齟
齬
が
あ

る
場
合
に
は
、
推
定
の
根
拠
を
示
し
て
考
察
を
加
え
た
。

二
、『
信
仰
入
門
』
に
明
示
さ
れ
て
い
る
年
次
と
年
齢

　
『
信
仰
入
門
』
に
お
い
て
、
十
二
支
に
よ
る
年
号
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
一
二
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
年
次
と
年

齢
の
両
方
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、【
三
】
申
年
（
一
三
九
二
）
の
三
六
歳
と
【
七
】
卯
年
（
一
四
一
一
）
の
五
五
歳
の
二
箇
所
で
あ
る
。

『
信
仰
入
門
』
に
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
亡
く
な
っ
た
年
齢
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、【
三
】
と
【
七
】
の
年
次
と
年
齢
か
ら
計
算
す
る

と
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
亡
く
な
っ
た
【
一
二
】
の
一
四
一
九
年
に
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
六
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
の
計
算
に （

）

14
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よ
っ
て
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
生
ま
れ
た
年
は
酉
年
一
三
五
七
年
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
。
そ
の
他
の
年
次
に
対
応
す
る
年
齢
も
計
算
で

き
る
の
で
、
以
下
の
表
の
→
の
後
に
記
す
。
＝
は
年
齢
が
『
信
仰
入
門
』
に
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

【
一
】
丑
年
（
一
三
七
三
）
→
一
七
歳
（9b6, 

和
訳
・
四
二
）

【
二
】
午
年
（
一
三
九
〇
）
→
三
四
歳
（22b6, 

和
訳
・
六
六
）

【
三
】
申
年
（
一
三
九
二
）
＝
三
六
歳
（27b6, 

和
訳
・
八
三
）

【
四
】
子
年
（
一
四
〇
八
）
→
五
二
歳
（44b2, 

和
訳
・
一
〇
六
）

【
五
】
丑
年
（
一
四
〇
九
）
→
五
三
歳
（44b4, 

和
訳
・
一
〇
六
）

【
六
】
寅
年
（
一
四
一
〇
）
→
五
四
歳
（50a3, 

和
訳
・
一
一
五
）

【
七
】
卯
年
（
一
四
一
一
）
＝
五
五
歳
（50a6, 

和
訳
・
一
一
六
）

【
八
】
辰
年
（
一
四
一
二
）
→
五
六
歳
（50b3, 
和
訳
・
一
一
六
）

【
九
】
未
年
（
一
四
一
五
）
→
五
九
歳
（52a3, 

和
訳
・
一
一
九
）

【
一
〇
】
酉
年
（
一
四
一
七
）
→
六
一
歳
（52a5, 

和
訳
・
一
一
九
）

【
一
一
】
戌
年
（
一
四
一
八
）
→
六
二
歳
（54a1, 

和
訳
・
一
二
一
）

【
一
二
】
亥
年
（
一
四
一
九
）
→
六
三
歳
（54a4, 

和
訳
・
一
三
六
）

　

ま
た
『
信
仰
入
門
』
で
年
齢
の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
次
の
四
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
年
次
を
計
算
し
確
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
）

15
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（
一
）
三
歳
→
一
三
五
九
年
（5a2–3, 

和
訳
・
二
九
）

（
二
）
七
歳
→
一
三
六
三
年
（7b6, 

和
訳
・
二
九
）

（
三
）
一
六
歳
→
一
三
七
二
年
（8b5, 

和
訳
・
三
八
）

（
四
）
一
九
歳
→
一
三
七
五
年
（10b4, 

和
訳
・
四
三
）

　

こ
れ
ら
を
時
間
軸
上
の
定
点
と
し
て
、
次
に
『
信
仰
入
門
』
の
記
述
か
ら
計
算
で
き
る
年
時
を
確
定
・
推
定
し
て
い
こ
う
。

三
、『
信
仰
入
門
』
の
四
季
節
の
記
述
か
ら
推
定
さ
れ
る
年
次

　

前
節
に
挙
げ
た
年
次
（
あ
る
い
年
齢
）
以
外
に
、『
信
仰
入
門
』
に
お
い
て
明
確
な
年
次
の
記
述
は
な
い
が
、
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
は
、
ツ

ォ
ン
カ
パ
が
場
所
を
移
動
す
る
た
び
に
、
細
か
く
そ
の
季
節
（
季
節
の
学
期
あ
る
い
は
夏
安
居
な
ど
も
含
む
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
第

二
節
で
確
定
で
き
た
年
次
の
間
の
年
に
つ
い
て
は
、
そ
の
季
節
の
記
述
を
頼
り
に
年
次
を
推
定
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、

中
に
は
正
確
に
計
算
で
き
ず
、
確
定
さ
れ
た
年
次
の
間
で
辻
褄
が
合
う
よ
う
に
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
二
年
間

あ
る
い
は
三
年
間
同
じ
と
こ
ろ
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
以
上
の
正
確
な
年
次
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
『
信
仰
入
門
』
の
中
で
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
連
続
し
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
〇
歳
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
活
動

の
年
時
は
、
大
ま
か
な
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
七
歳
（
一
三
六
三
年
）
ま
で
は
自
分
の
家
で
過
ご
し
、
七
歳
か
ら
一
六

歳
（
一
三
七
二
年
）
ま
で
は
チ
ュ
ー
ジ
ェ
・
ト
ン
ド
ゥ
プ
・
リ
ン
チ
ェ
ン
（chos rje don grub rin chen

）
の
も
と
で
勉
学
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
六
歳
（
一
三
七
二
年
）
の
と
き
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
ツ
ァ
ン
（gtsang

）
に
勉
学
に
行
く
事
に
な
り
、
翌
年
（
丑
年
、
一
三
七

三
年
）
ツ
ォ
ン
カ
パ
一
七
歳
の
秋
に
デ
ィ
グ
ン
寺
（ʼbri gung

）
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
、
デ
ィ
グ
ン
・
カ
ギ
ュ
派
第
一
五
代
座
主
の
チ
ェ

ン
ガ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
・
チ
ュ
ー
キ
・
ギ
ェ
ル
ポ
（spyan snga rin po che chos kyi rgyal po, 

一
三
三
五
〜
一
四
〇
七
）
に
大
乗
の
発
心
の

（
）
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儀
軌
や
五
支
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
な
ど
の
法
を
聴
聞
し
た
。

　

次
に
デ
ワ
チ
ェ
ン
（bde 

ba 
can

）
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
一
七
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
二
年
間
般
若
思
想
を
学
び
、
そ
の
内
容
に
通
達

し
た
（8b5–10b4, 

和
訳
・
四
二
〜
四
三
）。

　

一
九
歳
（
一
三
七
五
年
）
の
と
き
、
サ
ン
プ
（gsang phu

）、
デ
ワ
チ
ェ
ン
を
廻
り
、
さ
ら
に
シ
ャ
ル
寺
（zhw

a lu

）
に
お
い
て
僧
院
長

ダ
ツ
ェ
パ
・
リ
ン
チ
ェ
ン
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
（sgra tshad pa rin chen rnam

 rgyal, 

一
三
一
八
〜
一
三
八
八
）
に
マ
イ
ト
リ
ー
パ
流
の
チ
ャ
ク

ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
一
三
尊
の
灌
頂
を
聴
聞
し
た
。
次
に
、
ナ
ル
タ
ン
寺
（snar thang

）、
サ
キ
ャ
寺
（sa skya

）、
サ
サ
ン
寺
（sa bzang

）、

ダ
ル
サ
ン
デ
ン
寺
（ʼdar bzang ldan

）、
ガ
ム
リ
ン
寺
（ngam

 ring

）、
ガ
ロ
ン
寺
（ʼgaʼ rong chos sde

）、
ジ
ョ
モ
ナ
ン
寺
（jo m

o snang

）、

ポ
ト
ン
寺
（bo dong

）、
チ
ボ
レ
ー
（spyi bo lhas

）、
大
僧
院
エ
（e

）、
ナ
ル
タ
ン
寺
、
ネ
ー
ニ
ン
寺
（gnas rnying

）
な
ど
を
廻
っ
て
有

名
な
高
僧
に
各
種
の
論
書
を
聴
聞
し
、
ま
た
問
答
を
行
っ
た
（grw

a skor

）。（10b4–11b2, 

和
訳
・
四
三
〜
四
五
）

　
『
信
仰
入
門
』
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
連
続
し
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ネ
ー
ニ
ン
寺
に
短
期
滞
在
し
た
の
ち
夏
学
期

（dbyar chos

）
に
ツ
ェ
チ
ェ
ン
寺
（rtse chen
）
を
訪
れ
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
年
次
な
い
し
年
齢
の
記
載
は
な
い
が
、
一
三
七
五
年
一

九
歳
の
後
に
サ
ン
プ
寺
か
ら
始
ま
っ
て
一
五
の
僧
院
を
訪
問
し
て
、
夏
学
期
に
ツ
ェ
チ
ェ
ン
で
過
ご
す
と
記
述
し
て
い
る
の
で
、
翌
一
三

七
六
年
二
〇
歳
の
こ
と
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
次
に
年
次
が
示
さ
れ
る
の
は
一
三
九
〇
年
三
四
歳
の
と
き
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
の

間
は
四
季
の
言
及
を
基
に
年
次
を
推
測
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〈
一
〉
二
〇
歳
（
一
三
七
六
年
）

　

夏
学
期
は
ツ
ェ
チ
ェ
ン
寺
に
行
き
、
そ
こ
で
智
者
ニ
ャ
オ
ン
・
ク
ン
ガ
ペ
ル
（nya dbon kun dgaʼ dpal, 

一
二
八
五
〜
一
三
七
九
）
か
ら

般
若
思
想
を
聴
聞
し
た
。
ま
た
ニ
ャ
オ
ン
の
弟
子
の
聖
レ
ン
ダ
ワ
（red m

daʼ ba gzhon nu blo gros, 

一
三
四
九
〜
一
四
一
二
）
を
紹
介
さ

れ
た
。
そ
の
夏
に
サ
キ
ャ
か
ら
ツ
ェ
チ
ェ
ン
に
来
て
い
た
レ
ン
ダ
ワ
に
『
阿
毘
逹
磨
倶
舎
論
』
と
そ
の
自
注
の
懇
切
丁
寧
な
指
導
を
受
け

（
）

17

（
）
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）
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た
。（11b2–12a3, 

和
訳
・
四
五
〜
四
六
）

　

夏
学
期
と
秋
学
期
の
合
間
に
、
レ
ン
ダ
ワ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
師
弟
は
ニ
ャ
ン
ト
ゥ
（nyang 

stod

）
の
サ
ム
リ
ン
寺
（bsam

 
gling

）
に
旅

し
、
レ
ン
ダ
ワ
か
ら
『
入
中
論
』
を
聴
聞
し
た
。（13b5–6, 

和
訳
・
四
八
）

　

秋
の
終
わ
り
に
ニ
ャ
ン
ト
ゥ
を
発
ち
、
キ
シ
ュ
（skyid shod

）
の
ポ
タ
ラ
（po ta la

）
に
行
き
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
権
威
で
あ
る
大

総
院
長
チ
ャ
ン
チ
ュ
プ
ツ
ェ
モ
（byang chub rtse m

o

）
と
法
縁
を
結
ん
だ
。（13b6–14a4, 

和
訳
・
四
八
〜
四
九
）

　

冬
は
、
デ
ワ
チ
ェ
ン
で
過
ご
し
た
。（14a4, 

和
訳
・
四
九
）

〈
二
〉
二
一
歳
（
一
三
七
七
年
）

　

そ
の
後
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
寺
（skyor m

o lung

）
に
行
き
、
律
蔵
に
精
通
し
た
大
持
戒
者
で
あ
る
僧
院
長
カ
シ
パ
・
ロ
セ
ル
（bkaʼ bzhi 

pa blo gsal

）
に
『
根
本
律
経
（ʼdul ba m
do rtsa ba

）』
の
注
釈
全
部
を
聴
聞
し
た
。
そ
れ
を
完
全
に
理
解
し
て
暗
記
し
た
。（14a4–15a2, 

和
訳
・
四
九
〜
五
〇
）

　

冬
は
ネ
ー
ニ
ン
寺
に
滞
在
し
た
。
求
道
者
や
随
行
者
の
懇
請
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
熟
読
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
を
、

読
ん
だ
端
か
ら
理
解
し
て
素
晴
ら
し
い
講
義
を
行
っ
た
。（15a2–a6, 

和
訳
・
五
〇
〜
五
一
）

〈
三
〉
二
二
歳
（
一
三
七
八
年
）

　

春
、
ナ
ル
タ
ン
寺
を
経
由
し
て
サ
キ
ャ
寺
に
行
き
、
そ
こ
で
道
果
説
を
聴
聞
し
て
い
た
レ
ン
ダ
ワ
に
再
会
し
、
サ
キ
ャ
に
一
一
ヶ
月

（
二
二
歳
の
冬
ま
で
）
滞
在
し
た
。
レ
ン
ダ
ワ
に
『
阿
毘
逹
磨
集
論
』
の
懇
切
丁
寧
な
指
導
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
レ
ン
ダ
ワ
に
主
と
し
て

『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
』
を
聴
聞
し
、『
入
中
論
』
な
ど
の
解
説
と
、『
根
本
律
経
』
の
音
読
儀
礼
（lung

）
な
ど
、
多
く
の

経
・
論
の
解
説
と
音
読
を
授
か
っ
た
。
ド
ル
ジ
ェ
リ
ン
チ
ェ
ン
（rdo rje rin chen pa
）
に
サ
キ
ャ
派
流
の
『
二
分
別
』（brtag gnyis, 

（
）

20

（
）
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『
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
の
注
釈
）
を
聴
聞
し
た
。（15a6-b4, 

和
訳
・
五
一
）

〈
四
〉
二
三
歳
（
一
三
七
九
年
）

　

レ
ン
ダ
ワ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
師
弟
は
、
春
学
期
の
前
に
、
サ
キ
ャ
か
ら
ラ
ト
ゥ
（la stod

）
の
ダ
ム
リ
ン
（dam

 ring

）
に
行
き
、
そ
こ
に

春
学
期
と
夏
学
期
の
間
、
滞
在
し
た
。
レ
ン
ダ
ワ
は
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
大
注
釈
（m

ngon pa kun las btus kyi T
ika chen m

o

）
を
書

き
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
書
き
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
理
解
し
て
い
っ
た
。
ま
た
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
』
に
つ
い
て
詳
し
く
聴

聞
し
た
。（15b4–6, 

和
訳
・
五
一
〜
五
二
）

　

秋
学
期
、
メ
ル
ド
・
ラ
ル
ン
（m

al gro lha lung

）
に
滞
在
し
、
そ
こ
の
ラ
マ
・
ソ
ナ
ム
タ
ク
パ
（bsod nam

s grags pa

）
か
ら
聖
典

の
音
読
儀
礼
（chos lung

）
を
授
か
り
、
瞑
想
修
行
を
し
た
。
ま
た
、『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
』
の
注
釈
書
『
論
理
の
蔵
（rigs 

m
dzod

）』
を
読
み
、
特
に
そ
の
第
二
章
「
量
成
就
章
」
の
道
の
設
定
を
説
く
箇
所
を
熟
読
し
て
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
学
説
と
論
理

学
に
対
し
て
無
量
の
信
心
が
生
じ
た
。（15b6–17b3, 

和
訳
・
五
二
〜
五
四
）

　

冬
学
期
は
、
デ
ワ
チ
ェ
ン
寺
に
滞
在
し
た
。（17b3, 
和
訳
・
五
四
）

〈
五
〉
二
四
歳
（
一
三
八
〇
年
）

　

春
学
期
の
前
半
は
、
問
答
の
た
め
の
文
献
の
下
調
べ
を
し
て
か
ら
、
ツ
ァ
ン
の
ナ
ル
タ
ン
寺
に
行
き
、
翻
訳
師
ト
ン
ド
ゥ
プ
・
サ
ン
ポ

（don ʼgrub bzang po

）
が
論
理
学
の
複
注
（tshad m

aʼi T
ikkʼa

）
を
著
し
て
い
る
の
で
何
と
し
て
も
一
度
聴
聞
し
な
さ
い
と
の
お
言
葉

を
〔
レ
ン
ダ
ワ
か
ら
？
〕
賜
り
、〔
そ
れ
を
〕
聴
聞
し
た
。（17b3–4, 

和
訳
・
五
四
）

　

夏
学
期
は
、
ナ
ル
タ
ン
寺
で
、『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
』、
大
乗
・
小
乗
の
阿
毘
達
磨
（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
と
『
大
乗
阿
毘

達
磨
集
論
』）、『
根
本
〔
律
〕
経
』
に
つ
い
て
の
問
答
を
行
っ
た
。（17b5, 

和
訳
・
五
五
）

（
）
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秋
学
期
か
ら
翌
年
（
一
三
八
一
年
、
二
五
歳
）
の
春
学
期
は
、
ま
ず
エ
（e

）
僧
院
に
行
き
、
翻
訳
師
ナ
ム
カ
・
サ
ン
ポ
（nam

 
m

khaʼ 

bzang pa

）
に
『
詩
鏡
注
（snyan ngag m

e long gi bshad pa

）』
な
ど
を
聴
聞
し
た
。
根
本
ラ
マ
の
レ
ン
ダ
ワ
か
ら
は
、
中
観
、
論
理
学
、

阿
毘
逹
磨
な
ど
を
聴
聞
し
、
般
若
と
律
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
師
に
聴
聞
す
る
な
ら
縁
起
が
い
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
に
お
願
い
し
て
聴

聞
し
た
。
中
観
六
論
書
に
つ
い
て
は
、『
入
中
論
』
の
解
説
以
外
は
誰
に
も
聴
聞
で
き
な
か
っ
た
。
中
観
六
論
書
の
音
読
儀
礼
は
、
ナ
ル

タ
ン
寺
の
僧
院
長
ク
ン
ガ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
（kun dgaʼ rgyal m
tshan

）
か
ら
授
か
っ
た
。
デ
ワ
チ
ェ
ン
寺
の
ジ
ャ
ム
ぺ
ル
・
リ
ン
チ
ェ

ン
（ʼjam

 dpal rin chen
）
か
ら
も
音
読
儀
礼
を
授
か
っ
た
。
当
時
、
レ
ン
ダ
ワ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
師
弟
に
対
し
て
中
観
六
論
書
の
解
説
を
し

て
く
れ
る
師
は
な
く
、
そ
の
音
読
儀
礼
を
授
け
て
く
れ
る
師
も
見
出
し
難
い
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
師
弟
は
サ
キ
ャ
寺
に

行
き
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
難
解
典
籍
（dkaʼ chen

）
に
つ
い
て
の
問
答
を
行
っ
た
。（17b5–18a6, 

和
訳
・
五
五
〜
五
六
）

〈
六
〉
二
五
歳
（
一
三
八
一
年
）

　

夏
学
期
は
、
ウ
に
行
っ
て
、
グ
ン
タ
ン
寺
の
十
日
祭
、
サ
ン
プ
寺
、
ツ
ェ
タ
ン
寺
（rtses thang dgon

）
な
ど
の
大
僧
院
を
訪
れ
、
す

で
に
終
え
て
い
た
般
若
思
想
以
外
の
四
大
難
解
典
籍
（dkaʼ chen lhag m

a bzhi

）
の
問
答
を
行
っ
た
（18a6–b4, 

和
訳
・
五
六
）。

　

ツ
ェ
タ
ン
で
の
議
論
を
終
え
た
後
、
ヤ
ル
ル
ン
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
（yar lung rnam

 rgyal

）
寺
で
カ
シ
ミ
ー
ル
・
パ
ン
デ
ィ
タ
大
沙
門
シ

ャ
ー
キ
ャ
シ
ュ
リ
ー
バ
ド
ラ
（Śākyaśrībhadra, 

一
一
二
七
〜
一
二
二
五
）
の
律
の
伝
統
を
引
く
僧
院
長
カ
シ
パ
・
ツ
ル
リ
ン
パ
（dkaʼ bzhi 

pa tshul rin pa

）
が
親
教
師
を
務
め
、
チ
ェ
ジ
ン
パ
の
僧
院
長
（tshogs pa bye rdzing paʼi m

khan po

）
の
持
戒
僧
シ
ェ
ル
ゴ
ン
パ
長
老

（sher m
gon pa

）
が
掲
磨
師
を
し
、
チ
ェ
ジ
ン
パ
の
読
誦
師
の
律
僧
ソ
ナ
ム
・
ド
ル
ジ
ェ
（bsod nam

s rdo rje

）
が
秘
密
師
を
し
、
ツ

ォ
ン
カ
パ
に
具
足
戒
を
授
け
た
。（19b1–4, 

和
訳
・
五
九
〜
六
〇
）

（
）

23
（
）

24

（
）

25

（
）

26
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〈
七
〉
二
五
歳
（
一
三
八
一
年
）
〜
三
〇
歳
（
一
三
八
六
年
）

　

そ
れ
か
ら
、
デ
ィ
グ
ン
・
カ
ギ
ュ
派
の
本
山
で
あ
る
テ
ル
（thal

）
に
行
き
、
チ
ェ
ン
ガ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
・
タ
ク
パ
チ
ャ
ン
チ
ュ
プ

（spyan lnga rin po che grags pa byang chub

）
に
、
道
果
説
の
完
全
な
口
訣
、
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
、〔
カ
ギ
ュ
派
の
〕
パ
ク
モ
ド
ゥ
パ

と
ジ
ク
テ
ン
グ
ン
ポ
の
全
集
な
ど
を
聴
聞
し
た
。（19b4–20a2, 

和
訳
・
六
〇
）

　

学
期
の
合
間
に
オ
ン
の
ケ
ル
仏
殿
（ʼon gyi lha khang ke ru

）
に
行
き
、
ツ
ァ
コ
ポ
ン
ポ
・
ガ
ワ
ン
・
タ
ク
パ
（tsha kho dbon po 

ngag dbang grags pa
）
な
ど
の
多
く
の
三
蔵
僧
に
対
し
て
、
般
若
思
想
、
論
理
学
、
中
観
な
ど
を
講
義
し
た
。（20a2, 

和
訳
・
六
〇
）

　

そ
れ
か
ら
、
キ
シ
ュ
（skyid shod

）
の
ツ
ェ
ル
に
滞
在
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
に
訳
さ
れ
た
全
て
の
経
典
と
論
書
を
熟
読
し
た
。
全
て
の
経

典
の
内
容
を
分
析
す
る
た
め
の
様
々
な
方
法
に
つ
い
て
初
め
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
。『
現
観
荘
厳
論
』
と
そ
の
注
釈
書
に
対
す
る
大
部
の

解
説
書
（『
善
説
金
蔓
』）
の
執
筆
に
着
手
し
た
。（20a2–3, 

和
訳
・
六
一
）

　

冬
学
期
は
デ
ワ
チ
ェ
ン
に
滞
在
し
、
多
く
の
三
蔵
（
経
・
律
・
論
）
を
講
義
し
た
。（20b6, 

和
訳
・
六
二
）

〈
八
〉
三
一
歳
（
一
三
八
七
年
）

　

春
学
期
に
、
ウ
ト
ゥ
（dbu 

stod

）
の
チ
ャ
ユ
ル
（bya 

yul

）
に
行
き
、
善
知
識
七
〇
人
ほ
ど
に
般
若
思
想
、
論
理
学
、『
入
中
論
』、

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
な
ど
を
講
義
し
た
。
再
び
ツ
ェ
ル
に
行
き
、
般
若
思
想
の
解
説
書
（『
善
説
金
蔓
』）
の
残
り
を
著
し
、
結
び
は
同
年

五
月
に
デ
ワ
チ
ェ
ン
に
お
い
て
完
成
さ
せ
た
。
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
寺
に
お
い
て
、
ツ
ェ
ル
派
の
師
ト
ク
デ
ン
・
イ
シ
ェ
ー
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン

（rtogs ldan ye shes rgyal m
tshan

）
に
お
願
い
し
て
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
の
大
注
釈
書
『
無
垢
光
』（dri m

ed paʼi ʼod

）
の
詳
細
な
解

説
を
聴
聞
し
た
。
ま
た
同
寺
に
お
い
て
、
多
数
の
三
蔵
僧
に
対
し
て
大
小
多
く
の
論
書
の
講
義
を
行
っ
た
。（20b6–21a3, 

和
訳
・
六
二
）

　

次
の
夏
学
期
、
ふ
た
た
び
デ
ワ
チ
ェ
ン
寺
に
集
ま
っ
た
頭
脳
明
晰
な
多
数
の
人
た
ち
に
、
多
数
の
三
蔵
の
法
を
講
義
し
た
。（21a3–4, 

和
訳
・
六
二
） （

）

27

（
）

28

（
）

29

（
）

30（
）

31
（
）

32

（
）

33
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冬
は
、
ト
ゥ
ル
ン
（stod lung

）
の
ツ
ォ
メ
ー
（m

tsho sm
ad

）
と
ガ
ン
カ
ル
（ngang dkar

）
で
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
に
基
づ
く
心
の

訓
練
（thugs sbyongs

）
を
し
た
。
ま
た
頭
脳
明
晰
な
多
数
の
善
知
識
に
多
く
の
講
義
を
行
っ
た
。（21a4–5, 

和
訳
・
六
三
）

〈
九
〉
三
二
歳
（
一
三
八
八
年
）

　

春
、
ゴ
ン
カ
ル
（gong dkar

）
寺
の
ゴ
ム
パ
・
チ
ュ
ー
ギ
ェ
ル
（sgom

 pa chos rgyal

）
の
招
待
を
受
け
、〔
ゴ
ン
カ
ル
の
〕
五
明
仏
殿

（rigs lnga lha khang
）
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
、
七
〇
人
以
上
の
三
蔵
僧
に
対
し
て
、
般
若
思
想
、
論
理
学
、
大
乗
・
小
乗
の
阿
毘
達

磨
、『
根
本
律
経
』、『
入
中
論
』
な
ど
を
講
義
し
た
。（21a6–b1, 

和
訳
・
六
三
）

　

冬
、
ム
ン
カ
ル
（sm

on m
khar

）
の
タ
シ
ド
ン
（bkra shis gdong

）
に
滞
在
し
た
。
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
同
時
に
説
く
た
め
に
、
そ
の

月
（
一
〇
月
）
一
〇
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
準
備
を
し
、
翌
月
（
一
一
月
）
の
三
日
ま
で
に
マ
ル
パ
（m

ar pa lo tsaʼ chos kyi blo gros, 

一
〇

〇
一
〜
一
〇
九
七
）、
ミ
ラ
レ
ー
パ
（m

i la ras pa bzhad paʼi rdo rje, 

一
〇
四
〇
〜
一
一
二
三
）
な
ど
の
小
品
を
い
く
つ
か
説
い
た
。（
一
〇

月
）
五
日
か
ら
は
、
イ
ン
ド
の
典
籍
を
冒
頭
か
ら
読
み
始
め
、
毎
日
一
五
コ
マ
の
講
義
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー

ル
テ
ィ
カ
』、『
現
観
荘
厳
論
』（phar phyin

）、
上
下
の
阿
毘
達
磨
、『
根
本
律
経
』、「
弥
勒
の
後
ろ
四
法
（byam

s chos phyi m
a bzhi

）」、

「
中
観
五
論
書
」、『
入
中
論
』、『
四
百
論
』、『
入
菩
薩
行
論
』
の
一
七
の
論
書
を
講
義
し
た
。
講
義
の
間
に
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
ヴ
ァ
ジ
ュ

ラ
ヴ
ァ
イ
ラ
ヴ
ァ
の
自
加
持
や
、〔
生
起
・
究
竟
の
〕
二
次
第
の
瞑
想
修
行
を
行
っ
た
。（21b4–22b2, 

和
訳
・
六
四
〜
六
五
）

〈
一
〇
〉
三
三
歳
（
一
三
八
九
年
）

　

夏
は
、
ヤ
ル
ル
ン
の
オ
カ
ル
タ
ク
（o kar brag

）
に
滞
在
し
、
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
尊
の
真
言
念
誦
と
瞑
想
修
行
（bsnyen 

sgrub

）
と
四
座
瑜
伽
（thun bzhiʼi rnal ʼbyor

）
と
自
加
持
の
行
を
何
度
も
行
い
、
さ
ら
に
ニ
グ
マ
の
六
法
（ne gu chos drug

）
の
一
連

の
観
想
で
お
心
に
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
現
れ
、
ト
ゥ
ン
モ
の
調
息
（rlung sbyor

）
も
毎
日
八
〇
〇
回
ほ
ど
行
っ
た
。（22b2–4, 

和
訳
・
六
五
） （

）

34

（
）

35

（
）

36
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秋
は
キ
シ
ュ
に
行
き
、
ウ
か
ら
到
着
し
た
レ
ン
ダ
ワ
と
と
も
に
ポ
タ
ラ
に
滞
在
し
、
勝
法
に
つ
い
て
の
多
く
の
議
論
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
レ
ン
ダ
ワ
は
ツ
ァ
ン
に
向
か
っ
た
。（22b4, 

和
訳
・
六
六
）

　

そ
の
冬
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
の
岩
山
で
多
く
の
学
僧
に
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』、
般
若
思
想
、
論
理
学
、
阿
毘
達
磨
な
ど
の
講
義
を
行
っ
た
。

（22b6, 
和
訳
・
六
六
）

〈
一
一
〉
三
四
歳
（
一
三
九
〇
年
）

　

午
年
（
一
三
九
〇
年
）
の
春
、
主
要
な
密
教
経
典
の
解
釈
と
灌
頂
、
作
法
、
口
伝
な
ど
の
全
て
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
た
め
、
ま
た
、

師
レ
ン
ダ
ワ
と
議
論
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
ツ
ァ
ン
に
行
き
、
ロ
ン
の
ヌ
プ
チ
ュ
ー
ル
ン
（rong gi snubs chos lung

）
に
滞
在
し

た
。
そ
こ
の
集
会
堂
長
の
尊
者
タ
ク
パ
・
シ
ェ
ー
ニ
ェ
ン
（grags pa bshes bsnyen

）
か
ら
様
々
な
経
典
の
教
え
（bkaʼ lung

）
を
聴
聞

し
た
。
こ
の
と
き
、
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
（bla m

a dbu m
a pa

）
と
初
め
て
会
っ
た
。（22b6-23a4, 

和
訳
・
六
六
〜
六
七
）

　

そ
れ
か
ら
〔
夏
に
〕
タ
ク
ツ
ァ
ン
城
（stag tshang rdzong kha

）
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
翻
訳
師
の
法
王
キ
ャ
プ
チ
ョ
ク
・
ぺ
ル
サ
ン

（chos rje skyabs m
chog dpal bzang po

）
が
主
催
者
と
な
り
、
翻
訳
師
タ
ク
パ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
（grags pa rgyal m

tshan

）、
レ
ン
ダ

ワ
、
翻
訳
師
ト
ン
ド
ゥ
プ
・
サ
ン
ポ
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
、
多
数
の
善
知
識
、
三
蔵
僧
、
当
地
の
僧
衆
が
会
し
て
大
法
話
会
が
行
わ
れ
た
。

タ
ク
パ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
は
般
若
思
想
、
法
王
キ
ャ
プ
チ
ョ
ク
・
ぺ
ル
サ
ン
は
『
二
分
別
』
を
講
義
し
た
。
レ
ン
ダ
ワ
は
自
作
の
『
プ
ラ

マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
』
の
注
釈
書
を
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
講
義
し
、
師
弟
二
人
は
難
解
な
箇
所
の
意
味
を
確
定
す
べ
く
詳
し
い
議
論
を

行
っ
た
。（23b4–24a4, 

和
訳
・
六
七
〜
六
八
）

　
〔
夏
学
期
と
秋
〕
学
期
の
合
間
に
、
レ
ン
ダ
ワ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
師
弟
二
人
は
バ
ウ
バ
ニ
ェ
ル
（ʼbaʼ ʼu ʼbaʼ gnyer

）
に
行
き
、
そ
こ
で
ツ

ォ
ン
カ
パ
は
レ
ン
ダ
ワ
か
ら
『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
根
本
タ
ン
ト
ラ
の
講
義
を
一
通
り
聴
聞
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
密
教
の
学
習
が

本
格
化
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ン
ダ
ワ
は
サ
キ
ャ
に
帰
っ
た
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
ロ
ン
の
チ
ュ
ー
ル
ン
に
行
っ
て
、
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
と
多
く
の

（
）

37

（
）

38
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法
談
を
し
、〔
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
を
介
し
て
〕
聖
文
殊
の
一
連
の
法
を
た
く
さ
ん
聴
聞
し
た
。
そ
こ
で
実
践
修
行
に
入
る
決
意
を
し
た
。

（24a4–25a4, 

和
訳
・
六
八
〜
七
〇
）

　

秋
は
、
ロ
ン
の
リ
ン
ル
ン
窟
（ring lung phug

）
に
滞
在
し
た
。
秋
の
終
わ
り
に
、
ニ
ャ
ン
ト
ゥ
（nyang stod

）
の
ゴ
ン
ス
ム
デ
チ
ェ

ン
（gong gsum

 sde chen

）
寺
で
チ
ュ
ー
キ
ぺ
ル
ワ
（chos kyi dpal ba

）
に
お
願
い
し
て
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
の
大
注
釈
書
の
解
説
を

聴
聞
し
た
。（25a4–25b4, 

和
訳
・
七
〇
〜
七
一
）

〈
一
二
〉
三
五
歳
（
一
三
九
一
年
）

　
〔
三
四
歳
の
〕
秋
の
終
わ
り
か
ら
〔
翌
年
三
五
歳
の
〕
春
学
期
の
初
め
に
か
け
て
、
ゾ
ク
リ
ン
（rdzogs ring

）
で
、
チ
ュ
ー
キ
ペ
ル
ワ

に
、
タ
ン
ト
ラ
の
注
釈
の
講
義
や
実
践
の
手
引
き
、
六
支
ヨ
ー
ガ
の
観
想
の
手
引
き
な
ど
を
全
て
聴
聞
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ニ
ャ
ン
渓
谷

の
上
流
と
下
流
の
境
（nyang stod sm

ad kyi m
tsham

s

）
に
あ
る
テ
ィ
ツ
ァ
カ
ン
（ʼkhris rtsw

a khang

）
に
、
プ
ト
ン
の
孫
弟
子
に
当

た
る
ヨ
ー
ガ
師
グ
ン
サ
ン
（m

gon bzang
）
を
招
い
て
、
金
剛
界
、
吉
祥
最
勝
、
金
剛
頂
経
な
ど
ヨ
ー
ガ
タ
ン
ト
ラ
の
大
マ
ン
ダ
ラ
の
作

法
全
て
を
学
ん
だ
。
そ
の
学
習
を
し
て
い
る
あ
る
晩
、〔
翌
年
会
う
こ
と
に
な
る
〕
キ
ュ
ン
ポ
レ
ー
パ
の
夢
を
見
た
。（25b4–26a5, 

和
訳
・

七
一
〜
七
二
）

　

春
学
期
の
終
わ
り
か
ら
秋
学
期
の
初
め
ま
で
、
ゴ
ン
ス
ム
デ
チ
ェ
ン
寺
で
チ
ュ
ー
キ
ペ
ル
ワ
に
、
様
々
な
灌
頂
、
音
読
儀
礼
、
テ
キ
ス

ト
の
解
説
や
口
伝
、
実
践
の
指
導
な
ど
、
密
教
の
法
を
た
く
さ
ん
聴
聞
し
た
。（26a5, 

和
訳
・
七
二
〜
七
三
）

〈
一
三
〉
申
年
三
六
歳
（
一
三
九
二
年
）

　

あ
る
夜
、
ふ
た
た
び
キ
ュ
ン
ポ
レ
ー
パ
の
夢
を
見
た
の
ち
、〔
三
五
歳
の
〕
秋
学
期
の
終
わ
り
か
ら
、〔
翌
年
三
六
歳
の
〕
夏
学
期
ま
で

シ
ャ
ル
寺
（zhw

a lu

）
に
滞
在
し
、
聖
キ
ュ
ン
ポ
レ
ー
パ
（rje btsun dam

 pa khyung po lhas pa

）
か
ら
ヨ
ー
ガ
タ
ン
ト
ラ
の
大
マ
ン

（
）

39
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ダ
ラ
な
ど
下
位
の
三
タ
ン
ト
ラ
（
所
作
タ
ン
ト
ラ
、
行
タ
ン
ト
ラ
、
ヨ
ー
ガ
タ
ン
ト
ラ
）
で
、
当
時
チ
ベ
ッ
ト
に
清
浄
な
灌
頂
の
伝
統
の
続
い

て
い
る
全
て
の
教
説
を
聴
聞
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
尊
を
始
め
と
し
た
無
上
ヨ
ー
ガ
タ
ン
ト
ラ
の
教
説
な
ど
も
無
量
に
聴

聞
し
た
。
こ
う
し
て
プ
ト
ン
か
ら
キ
ュ
ン
ポ
レ
ー
パ
に
伝
わ
っ
た
法
が
全
て
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。（26b4–27b1, 

和
訳
・

七
三
〜
七
四
）

　

パ
ナ
ム
（pa rnam

）
の
パ
ク
パ
山
（phag pa ri

）
に
来
て
い
た
チ
ュ
ー
キ
ペ
ル
ワ
に
、『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
と
『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』

と
に
関
連
す
る
多
数
の
注
釈
書
・
論
書
を
聴
聞
し
た
。
チ
ュ
ー
キ
ペ
ル
ワ
が
ゴ
ン
ス
ム
デ
チ
ェ
ン
寺
に
戻
っ
た
あ
と
、
シ
ャ
ル
寺
の
ヨ
ー

ガ
師
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
・
タ
ク
パ
（rgyal m

tshan grags pa

）
を
招
い
て
、
様
々
な
ヨ
ー
ガ
タ
ン
ト
ラ
の
経
典
・
注
釈
書
・
解
説
を
無
量
に

聴
聞
し
た
。（27b3–6, 

和
訳
・
七
五
）

　

申
年
（
一
三
九
二
年
）
の
秋
に
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
と
と
も
に
ウ
の
ガ
ワ
ド
ン
（dgaʼ ba gdong

）
に
滞
在
し
、
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
を
介
し
て
聖

文
殊
に
中
観
思
想
や
顕
教
、
密
教
の
区
別
な
ど
の
様
々
な
質
疑
を
行
っ
た
。
そ
の
間
に
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
、
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
を
介
す
る
こ
と

な
く
直
接
聖
文
殊
と
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。（27b6–31b3, 

和
訳
・
七
五
〜
八
一
）

　

そ
の
秋
の
う
ち
に
ド
カ
ム
（m

do 
kham

s

）
に
行
く
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
を
ラ
サ
ま
で
見
送
り
に
出
て
、
ト
ゥ
ル
ナ
ン
寺
の
門
堂
の
上
の
仏

殿
で
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
に
阿
閦
仏
を
本
尊
と
す
る
『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
四
灌
頂
を
全
て
授
け
た
（
こ
れ
が
ラ
マ
・
ウ
マ

パ
と
会
っ
た
最
後
で
あ
る
）。
そ
の
後
、
秋
学
期
の
終
わ
り
に
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
に
行
き
、
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。（32a1–

2, 

和
訳
・
八
三
）

　

三
六
歳
申
年
（
一
三
九
二
年
）
の
冬
の
一
〇
月
に
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
か
ら
八
人
の
弟
子
と
共
に
ウ
ル
カ
（ʼol 

kha

）
に
船
で
行
っ
て
遁
世

修
行
に
入
っ
た
。（32a2–5, 

和
訳
・
八
三
〜
八
四
）
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〈
一
四
〉
三
七
歳
（
一
三
九
三
年
）

　
〔
三
六
歳
の
〕
冬
か
ら
〔
三
七
歳
の
〕
春
に
か
け
て
、
ウ
ル
カ
の
チ
ュ
ー
ル
ン
（chos lung

）
で
弟
子
た
ち
と
遁
世
修
行
を
続
け
た
。
特

に
福
徳
の
資
糧
を
積
み
罪
業
を
浄
化
す
る
修
行
に
励
ん
だ
。（32a5-33a3, 

和
訳
：
八
四
）

　

夏
は
、
ジ
ン
チ
（rdzing phyi

）
の
弥
勒
像
を
参
拝
し
、
供
養
し
た
。（33a3, 

和
訳
・
八
五
）

　

冬
、
タ
ク
ポ
メ
ン
ル
ン
（dw

ags po sm
an lung

）
の
ギ
ャ
ソ
ク
プ
（rgya sog phu

）
に
行
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
ヴ
ァ
イ
ラ

ヴ
ァ
十
三
尊
の
自
加
持
（bdag ʼjug

）
の
行
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。（33a3–4, 

和
訳
・
八
五
）

〈
一
五
〉
三
八
歳
（
一
三
九
四
年
）

　

春
、
ウ
ル
カ
に
行
っ
て
、
祝
福
が
未
曾
有
に
大
き
い
こ
と
で
有
名
な
ジ
ン
チ
の
弥
勒
像
が
、
墓
場
で
倒
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の

を
復
興
し
、
仏
殿
を
修
復
し
て
、
落
慶
法
要
を
行
っ
た
。（33a4–b1, 

和
訳
・
八
五
～
八
七
）

　
〔
夏
、〕
ロ
ダ
ク
の
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
に
招
か
れ
て
タ
オ
寺
（bra bo dgon pa

）
に
行
き
七
ヶ
月
滞
在
し
た
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
ロ

ダ
ク
の
諸
僧
に
『
大
乗
集
菩
薩
学
論
』
な
ど
の
講
義
を
行
っ
た
。
尊
者
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
に
五
大
陀
羅
尼
の
灌
頂
な
ど
、
灌
頂
や

随
許
を
授
け
た
。
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
か
ら
は
菩
提
道
次
第
の
手
引
き
を
聴
聞
し
た
。（34b1–4, 

和
訳
・
八
七
）

　

ジ
ン
チ
の
弥
勒
像
に
多
く
の
供
物
を
捧
げ
、
顔
に
金
を
塗
り
重
ね
、『
讃
歌
、
梵
天
の
冠
（bstod 

pa 
tshangs 

paʼi 
cod 

pan, 
T

oh. 

5275-29

）』
を
捧
げ
て
、
イ
ン
ド
の
シ
ン
ギ
リ
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
本
尊
で
あ
る
聖
文
殊
が
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
現
れ
、
イ
ン
ド
行
き
を
制

止
し
た
の
で
、
断
念
し
て
ニ
ェ
ル
地
方
に
行
っ
た
。（34b4–35a1, 

和
訳
・
八
七
〜
八
八
）

〈
一
六
〉
三
九
歳
（
一
三
九
五
年
）

　
〔
ジ
ン
チ
で
イ
ン
ド
行
き
を
断
念
し
た
の
ち
、〕
ニ
ェ
ル
の
ロ
ロ
（gnyel lo ro

）
に
着
き
、
ト
ゥ
タ
ク
（stod stag

）
に
五
ヶ
月
程
滞
在

（
）

40

（
）

41

（
）

42
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し
た
。
そ
こ
に
デ
ィ
ン
レ
ー
パ
（brin las pa

）
が
著
し
た
『
教
説
次
第
大
論
（bstan rim

 chen m
o

）』
が
将
来
さ
れ
て
い
た
の
を
お
迎
え

し
、
供
養
を
捧
げ
て
詳
し
く
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
〔
自
ら
の
道
次
第
思
想
に
〕
大
き
な
確
信
を
得
た
。
そ
し
て
教
説
次
第
に
つ
い
て
初
め

て
講
義
を
し
た
。
再
び
遁
世
修
行
に
入
り
、
仏
の
説
い
た
教
説
一
切
お
よ
び
そ
の
実
践
の
仕
方
に
つ
い
て
誤
り
の
な
い
確
信
を
得
た
。
さ

ら
に
、
全
て
の
所
化
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
導
く
こ
と
が
で
き
る
道
次
第
に
つ
い
て
確
信
が
生
じ
た
。（35a1–36a2, 

和
訳
・
八
八
〜

九
〇
）

　

そ
れ
か
ら
、
下
ニ
ェ
ル
の
セ
ル
ジ
ェ
ガ
ン
（gsal rje gangs

）
の
ヤ
ル
デ
ン
寺
（yar ʼdren dgon pa

）
で
一
夏
を
過
ご
し
た
。（36a2–3, 

和
訳
・
九
〇
）

　

そ
れ
か
ら
、
師
弟
三
十
人
で
ツ
ァ
リ
の
マ
チ
ェ
ン
（tsa ri m

a chen

）
に
行
き
数
日
滞
在
し
た
。
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
尊
の
自
加
持

な
ど
の
行
を
行
い
、
未
曾
有
の
験
が
た
く
さ
ん
生
じ
た
。
そ
れ
か
ら
、
再
び
ニ
ェ
ル
地
方
に
行
き
、
下
ニ
ェ
ル
地
方
の
セ
ン
ゲ
ゾ
ン

（seng ge rdzong

）
に
滞
在
し
た
。
セ
ル
チ
ェ
ブ
ム
パ
（gser phye ʼbum

 pa

）
寺
で
、
律
の
講
義
を
た
く
さ
ん
し
た
。（36a2–b4, 

和
訳
・

九
〇
〜
九
一
）

〈
一
七
〉
四
〇
歳
（
一
三
九
六
年
）
〜
四
一
歳
（
一
三
九
七
年
）

　

春
に
、
ニ
ェ
ル
の
ガ
ン
チ
ュ
ン
（sgang chung

）
に
滞
在
し
、
様
々
な
法
を
講
義
し
た
。（36b4–b6, 

和
訳
・
九
二
）

　

夏
は
、
上
ニ
ェ
ル
の
ラ
プ
ド
ン
寺
（rab grong

）
に
滞
在
し
た
。
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
（dar m

a rin chen

）
と
初
め
て
会
っ
た
。
ラ
プ

ド
ン
の
僧
院
長
が
施
主
と
な
り
、
何
日
間
も
の
法
話
会
が
開
か
れ
た
。（36b6–37a6, 

和
訳
・
九
二
〜
九
三
）

　
〔
四
〇
歳
の
秋
に
〕
ニ
ェ
ル
を
出
発
し
て
再
び
ウ
ル
カ
に
行
っ
た
。
オ
デ
グ
ン
ギ
ェ
ル
聖
山
の
麓
下
（ʼo de gung rgyal lha zhol

）
に

あ
る
ラ
デ
ィ
ン
（lha 

sdings

）
に
〔
四
〇
歳
の
秋
、
冬
、
四
一
歳
の
春
、
夏
の
〕
一
年
間
滞
在
し
、
講
義
を
行
っ
た
。
こ
の
聖
地
で
ラ
マ
・

ウ
マ
パ
と
聖
文
殊
を
一
体
の
も
の
と
み
な
し
て
強
く
祈
願
を
し
て
論
理
に
よ
る
考
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
素
晴
ら
し
い
加
持
の
験
（byin 

（
）

43

（
）

44

（
）

45
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gyis brlabs paʼi m
tshan m

a khyad par can

）
が
顕
れ
た
。
そ
の
中
で
、
ブ
ッ
ダ
パ
ー
リ
タ
本
人
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
『
中
論
』

の
原
典
を
授
か
る
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
顕
れ
、
中
観
思
想
の
最
終
的
な
確
信
を
得
た
。
そ
の
後
『
縁
起
讃
』
を
著
し
た
。（37b1–38b2, 

和
訳
・
九
二
〜
九
三
）

　
〔
四
一
歳
の
〕
秋
に
ウ
ル
カ
に
行
っ
た
。（38b2, 

和
訳
・
九
五
）

〈
一
八
〉
四
二
歳
（
一
三
九
八
年
）

　
〔
四
一
歳
の
〕
冬
か
ら
〔
四
二
歳
の
〕
春
に
か
け
て
ウ
ル
カ
の
ガ
ル
パ
ク
（m

gar 
phag

）
に
滞
在
し
、
ウ
ル
カ
の
僧
た
ち
に
講
義
を
し

た
。（38b2, 

和
訳
・
九
五
）

　

夏
は
、
エ
地
方
の
テ
ウ
ラ
ン
（eʼi steʼu rang

）
に
滞
在
し
た
。（38b3, 

和
訳
・
九
五
）

　

冬
は
、
ウ
ル
カ
の
タ
ク
ド
ン
（brag gdong

）
に
滞
在
し
た
。
ジ
ン
チ
の
弥
勒
像
を
拝
観
し
、
神
変
会
を
祝
っ
て
、
十
五
日
間
、
盛
大
に

供
養
を
捧
げ
一
切
衆
生
の
平
安
を
祈
願
し
た
。（38b3–5, 

和
訳
・
九
五
）

〈
一
九
〉
四
三
歳
（
一
三
九
九
年
）

　

春
、
カ
プ
チ
ュ
パ
（dkaʼ bcu pa

）
御
前
〔
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
〕
を
始
め
と
す
る
二
百
人
以
上
の
三
蔵
僧
に
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。

（38b5, 

和
訳
・
九
五
）

　

夏
は
、
ニ
ャ
ン
ポ
の
ダ
ン
ド
寺
（nyang po m

dangs m
doʼi dgon pa

）
に
滞
在
し
、
そ
の
地
方
の
僧
た
ち
に
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。

（38b5–6, 

和
訳
・
九
五
）

　

秋
は
、
長
官
ナ
ム
カ
・
サ
ン
ポ
の
招
請
を
受
け
、
キ
シ
ュ
に
行
き
、
ポ
タ
ラ
に
滞
在
し
た
。
サ
ン
プ
寺
、
デ
ワ
チ
ェ
ン
寺
、
グ
ン
ル
寺

の
三
寺
（gsang bde gung gsum

）、
ガ
ワ
ト
ン
寺
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
寺
、
ス
ル
プ
寺
の
三
寺
（dgaʼ skyor zul gsum

）
の
人
々
を
始
め
と

（
）

46
（
）

47

（
）

48
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す
る
百
人
以
上
の
三
蔵
僧
に
『
中
観
光
明
』、
律
、
道
次
第
な
ど
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。（38b6–39a3, 

和
訳
・
九
五
〜
九
六
）

〈
二
〇
〉
四
四
歳
（
一
四
〇
〇
年
）

　

春
、
ガ
ワ
ド
ン
に
行
っ
た
。
大
乗
者
が
密
教
修
行
に
進
む
た
め
の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
基
に
、『
瑜
伽
師
地
論
』
の
「
菩

薩
地
」
に
お
け
る
「
菩
薩
戒
」
の
章
（P. N

o. 5538-1-10

）
や
『
師
に
関
す
る
五
十
頌
（bla m

a lnga bcu pa, P. N
o. 1403

）』、『〔
三
昧
耶

戒
に
お
け
る
〕
十
四
堕
罪
（rtsa ltung bcu bzhi pa, P. N

o. 3311, 3313

）』
な
ど
を
講
義
し
た
。
そ
の
講
義
の
終
わ
り
頃
に
レ
ン
ダ
ワ
が
ガ

リ
か
ら
到
着
し
た
（39a3–b3, 

和
訳
・
九
六
〜
九
七
）

　

夏
安
居
は
タ
ク
ツ
ァ
ン
で
行
っ
て
か
ら
、
ウ
の
ガ
ワ
ド
ン
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
師
レ
ン
ダ
ワ
を
迎
え
、
師
弟
二
人
で
多
く
の
法
を
講
義

し
た
。
そ
の
夏
、
師
弟
二
人
は
カ
ダ
ム
派
の
源
泉
と
な
っ
た
ラ
デ
ン
寺
（rw

a sgreng

）
に
、
多
く
の
三
蔵
僧
を
伴
っ
て
行
っ
た
。（39b3–

5, 

和
訳
・
九
七
）

　

冬
は
、
ラ
デ
ン
寺
に
滞
在
し
た
。
レ
ン
ダ
ワ
は
『
六
十
頌
如
理
論
』
と
『
秘
密
集
会
』
の
五
次
第
な
ど
を
講
義
し
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は

『
大
乗
荘
厳
経
論
』、『
中
辺
分
別
論
』、『
大
乗
集
菩
薩
学
論
』、『
瑜
伽
師
地
論
』
の
「
声
聞
地
」
な
ど
の
所
説
を
総
合
し
、
奢
摩
他

（zhi 
gnas

）
の
解
説
一
切
を
講
義
し
、
実
践
さ
せ
た
。
師
弟
二
人
は
、
顕
教
と
密
教
の
修
道
の
重
要
な
点
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
を
し
た
。

（39b6–40a3, 

和
訳
・
九
七
〜
九
八
）

〈
二
一
〉
四
五
歳
（
一
四
〇
一
年
）

　

翻
訳
師
の
法
王
キ
ャ
プ
チ
ョ
ク
・
ペ
ル
サ
ン
と
デ
ィ
グ
ン
法
王
チ
ェ
ン
ガ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
招
請
に
よ
り
、
春
の
初
め
に
デ
ィ
グ
ン
に

行
っ
て
、
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。
デ
ィ
グ
ン
法
王
か
ら
は
、
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
と
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
の
倶
生
の
瑜
伽
（lhan cig skyes 

sbyor

）
な
ど
を
聴
聞
し
た
。（40a3–4, 

和
訳
・
九
八
）

（
）

49
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法
王
キ
ャ
プ
チ
ョ
ク
・
ぺ
ル
サ
ン
と
レ
ン
ダ
ワ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
三
人
が
ナ
ム
ツ
ェ
デ
ン
（gnam

 rtsed ldeng

）
寺
に
集
ま
り
、
六
百

人
を
超
え
る
僧
と
と
も
に
夏
安
居
を
し
た
。『
根
本
律
経
』『
律
分
別
』
な
ど
に
説
か
れ
る
個
々
の
規
定
を
忠
実
に
守
っ
て
、
清
浄
な
作
法

を
行
う
伝
統
を
復
興
さ
せ
た
。
夏
安
居
の
終
わ
り
に
レ
ン
ダ
ワ
は
ツ
ァ
ン
に
戻
っ
た
。（40a4–41a, 

和
訳
・
九
八
〜
九
九
）

　
〔
そ
の
後
〕
二
人
の
法
王
（
キ
ャ
プ
チ
ョ
ク
・
ペ
ル
サ
ン
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
）
は
、
付
き
従
う
僧
た
ち
と
と
も
に
ラ
デ
ン
寺
に
行
き
、
タ
ク
セ

ン
ゲ
（brag 

seng＋
ge

）
の
麓
に
隠
棲
所
を
建
て
た
。
法
王
キ
ャ
プ
チ
ョ
ク
・
ぺ
ル
サ
ン
を
始
め
と
し
て
多
く
の
人
の
強
い
勧
め
が
あ
り
、

ツ
ォ
ン
カ
パ
は
そ
こ
で
『
菩
提
道
次
第
大
論
』
を
著
し
た
。
ま
た
、『
瑜
伽
師
地
論
』
の
「
菩
薩
地
」
の
「
菩
薩
戒
」
の
章
〔
の
注
釈
書
〕、

『
根
本
堕
罪
（rtsa ltung
）』〔
の
注
釈
書
〕、『
師
に
関
す
る
五
十
頌
（bla m

a lnga bcu pa

）』
の
注
釈
書
を
著
し
た
。
法
王
キ
ャ
プ
チ
ョ

ク
・
ペ
ル
サ
ン
は
『
菩
提
道
次
第
大
論
』
の
経
冊
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
持
っ
て
ツ
ァ
ン
に
出
立
し
た
。（41a1–b1, 

和
訳
・
九
九
〜
一
〇
〇
）

〈
二
二
〉
四
六
歳
（
一
四
〇
二
年
）

　
〔
四
五
歳
、
四
六
歳
の
〕
夏
・
冬
二
〔
回
の
〕
間
、
そ
の
同
じ
〔
ラ
デ
ン
寺
〕
に
滞
在
し
、
道
次
第
な
ど
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。

（41b1–2, 

和
訳
・
一
〇
一
）

〈
二
三
〉
四
七
歳
（
一
四
〇
三
年
）
〜
四
九
歳
（
一
四
〇
五
年
）

　
〔
四
七
歳
の
正
月
に
〕
大
神
変
月
の
大
祭
に
お
い
て
、
盛
大
に
供
養
と
祈
願
を
し
た
。
ラ
デ
ン
を
発
っ
て
、
レ
ー
プ
新
寺
（lhas phu dgon 

gsar

）
に
向
か
っ
た
。（41b2–3, 

和
訳
・
一
〇
一
）

　

夏
、
タ
ク
パ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
王
（m

iʼi dbang po grags pa rgyal m
tshan pa, 

一
三
七
四
〜
一
四
三
二
、
パ
ク
モ
ド
ゥ
パ
政
権
の
第
五
代
摂

政
）
に
招
か
れ
、
オ
ン
渓
谷
の
デ
チ
ェ
ン
テ
ン
寺
（ʼon sde chen steng

）
に
行
き
、
数
百
人
の
三
蔵
僧
と
と
も
に
夏
安
居
に
入
っ
た
。
そ

こ
で
、
菩
提
道
次
第
の
手
引
き
、
中
観
思
想
と
論
理
学
の
難
解
な
箇
所
を
解
決
す
る
〔
講
義
な
ど
〕
多
く
の
法
を
説
い
た
。（42a2–3, 

和

（
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訳
・
一
〇
二
）

　
〔
秋
に
、〕
オ
デ
グ
ン
ギ
ェ
ル
の
山
麓
に
あ
る
オ
ル
カ
ル
の
チ
ャ
ン
パ
リ
ン
（byam

gs pa gling

）
に
行
き
、〔
四
九
歳
一
四
〇
五
年
の
秋

ま
で
〕
二
年
間
そ
こ
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
道
次
第
と
生
起
次
第
・
究
竟
次
第
の
法
を
説
い
た
。
阿
闍
梨
ナ
ー
ガ
ボ
ー
デ
ィ

（N
āgabodhi, klu byang

）
著
の
『
五
次
第
の
注
釈
』
の
複
注
、『
真
言
道
次
第
大
論
』、『
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
ヴ
ァ
イ
ラ
成
就
法
』、
大
部
の
護

摩
儀
軌
な
ど
を
著
し
た
。（42a3–42b6, 

和
訳
・
一
〇
二
〜
一
〇
三
）

　
〔
四
九
歳
一
四
〇
五
年
の
〕
冬
は
、
チ
ャ
ン
チ
ュ
プ
ル
ン
寺
（byang chub lung

）
に
滞
在
し
、
顕
密
の
三
蔵
僧
数
百
人
に
、
秘
密
真
言

の
道
次
第
を
講
義
し
た
。（42b6, 

和
訳
・
一
〇
三
）

〈
二
四
〉
五
〇
歳
（
一
四
〇
六
年
）
〜
五
二
歳
（
一
四
〇
八
年
）

　
〔
五
〇
歳
一
四
〇
六
年
の
〕
夏
安
居
は
、
セ
ラ
チ
ュ
ー
デ
ィ
ン
（se rw

a chos sdings

）
で
行
わ
れ
た
（
セ
ラ
チ
ュ
ー
デ
ィ
ン
に
は
二
年
滞

在
す
る
）。『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
五
次
第
と
母
タ
ン
ト
ラ
の
究
竟
次
第
の
講
義
を
少
し
行
っ
た
。
多
く
の
人
に
お
願
い
さ
れ
て
『
中

論
』
の
詳
説
を
著
そ
う
と
考
え
、『
中
論
』
の
論
理
を
詳
し
く
検
討
し
た
が
、
難
解
な
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
ラ
マ
〔
・
ウ
マ
パ
〕
と
聖

文
殊
を
一
体
の
も
の
と
観
想
し
て
祈
願
を
繰
り
返
し
た
と
こ
ろ
、
般
若
経
の
二
十
空
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
何
度
も
現
れ
、『
中
論
』
の
論
理

の
難
解
な
箇
所
全
て
に
つ
い
て
疑
問
が
氷
解
し
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
『
了
義
未
了
義
の
区
別
』
と
『
中
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
正
理

大
海
』
を
著
し
た
。（43a1–5, 

和
訳
・
一
〇
三
）

　
〔
五
二
歳
一
四
〇
八
年
の
六
月
（
夏
）、〕
明
の
永
楽
帝
か
ら
の
招
聘
を
辞
退
し
、
皇
帝
に
返
信
を
書
い
た
。（43a5–b2, 

和
訳
・
一
〇
四
）

　

そ
れ
か
ら
、
セ
ラ
チ
ュ
ー
デ
ィ
ン
に
お
い
て
『
中
論
』、
了
義
未
了
義
の
区
別
、『
四
百
論
』、
密
教
の
道
次
第
、『〔
三
昧
耶
戒
に
お
け

る
〕
根
本
堕
罪
』、『
師
に
関
す
る
五
十
頌
』
な
ど
を
講
義
し
、
菩
提
道
次
第
の
指
導
を
行
な
っ
た
。
サ
ン
プ
寺
と
デ
ワ
チ
ェ
ン
寺
の
比
丘
、

ガ
ー
ワ
ド
ン
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
、
ス
ル
プ
三
寺
の
座
主
、
タ
ン
サ
ク
寺
（thang sag pa
）
の
元
座
主
な
ど
約
六
百
人
の
僧
が
集
ま
っ
た
。
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（43b2–4, 

和
訳
・
一
〇
四
）

　

こ
う
し
て
〔
五
〇
歳
一
四
〇
六
年
夏
か
ら
五
二
歳
一
四
〇
八
年
夏
ま
で
の
〕
二
年
間
セ
ラ
チ
ュ
ー
デ
ィ
ン
に
滞
在
し
た
。
夏
安
居
の
終

わ
り
に
、
王
タ
ク
パ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
に
招
か
れ
て
、
キ
メ
ー
（skyid 

sm
ad

）
の
ド
ゥ
ム
ブ
ル
ン
（grum

 
bu 

lung

）
に
行
っ
た
。

（43b4–6, 
和
訳
・
一
〇
五
）

　
〔
五
二
歳
一
四
〇
八
年
の
〕
冬
は
、
キ
メ
ー
の
ド
ゥ
ム
ブ
ル
ン
で
過
ご
し
、
道
次
第
、
ル
ー
イ
ー
パ
流
の
『
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
・

タ
ン
ト
ラ
』
の
成
就
法
と
母
タ
ン
ト
ラ
の
究
竟
次
第
な
ど
の
詳
し
い
講
義
を
行
っ
た
。（43b6–44a1, 

和
訳
・
一
〇
五
）

　

子
年
（
一
四
〇
八
年
）
の
一
二
月
下
旬
に
ラ
サ
へ
出
発
し
、
大
晦
日
の
日
に
大
祈
願
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
告
知
儀
礼
を
行
っ
た
。

八
千
人
を
超
え
る
僧
が
集
ま
り
、
法
会
の
始
ま
り
を
告
げ
る
宴
を
行
っ
た
。（44b2–4, 

和
訳
・
一
〇
六
）

〈
二
五
〉
五
三
歳 

丑
年
（
一
四
〇
九
年
）

　

丑
年
一
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
ラ
サ
で
大
祈
願
会
を
開
催
し
た
。（44b4–48a4, 

和
訳
・
一
〇
六
〜
一
一
三
）

　

春
の
前
半
は
セ
ラ
チ
ュ
ー
デ
ィ
ン
に
滞
在
し
、
六
百
人
以
上
の
三
蔵
僧
た
ち
に
対
し
て
、『
中
論
』、〔『
瑜
伽
師
地
論
』「
菩
薩
地
」

の
〕
菩
薩
戒
章
の
大
注
、『
遍
く
良
き
成
就
法
（sgrub thabs kun bzang, T

oh. 2718

）』、
道
次
第
な
ど
顕
教
と
密
教
の
多
く
の
法
を
講
義

し
た
。（49a6, 

和
訳
・
一
一
四
）

　

晩
春
、
チ
ェ
ン
ガ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
・
ソ
ナ
ム
サ
ン
ポ
（spyan snga rin po che bsod nam

s bzang po

）
に
招
か
れ
、
サ
ン
リ
の
プ
チ
ン

（zangs riʼi phu m
chin

）
に
行
っ
て
、
テ
ル
の
比
丘
達
に
道
次
第
な
ど
の
多
数
の
法
を
講
義
し
た
。（49b1–2, 

和
訳
・
一
一
四
）

　

一
方
、
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
と
阿
闍
梨
ド
ゥ
ル
ジ
ン
パ
（slob dpon ʼdul ʼdzin pa

）
を
初
め
と
す
る
大
半
の
僧
は
ド
ク
山
（ʼbrog ri bo 

che

）
に
行
き
、
ゲ
デ
ン
・
ナ
ン
パ
ル
ギ
ェ
ル
ウ
ェ
ー
リ
ン
寺
（dge ldan rnam

 par rgyal baʼi gling

、
ガ
ン
デ
ン
寺
）
を
建
て
た
。（49b2–

6, 

和
訳
・
一
一
四
）
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夏
安
居
は
、
ウ
ル
カ
の
サ
ム
テ
ン
リ
ン
（bsam

 gtan gling

）
で
行
い
、
ウ
ル
カ
と
タ
ク
ポ
（dw

ags po

）
な
ど
の
僧
に
対
し
て
多
く
の

法
を
講
義
し
た
。（49b6–50a1, 

和
訳
・
一
一
五
）

　

秋
も
、
こ
の
地
（
ウ
ル
カ
）
で
自
利
利
他
の
活
動
を
盛
大
に
行
っ
た
。（50a2–3, 

和
訳
・
一
一
五
）

〈
二
六
〉
五
四
歳 

寅
年
（
一
四
一
〇
年
）

　

寅
年
（
一
四
一
〇
年
）
二
月
五
日
に
ゲ
デ
ン
・
ナ
ン
パ
ル
ギ
ェ
ル
ウ
ェ
ー
リ
ン
寺
（
ガ
ン
デ
ン
寺
）
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
道
次
第
、『
秘

密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
注
釈
『
灯
作
明
』
と
五
次
第
を
講
義
し
、『
阿
毘
達
磨
集
論
』、『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
の
解
説
と
、
量
の
難
解
で

重
要
な
箇
所
に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
釈
タ
ン
ト
ラ
で
あ
る
『
四
天
女
請
問
』〔
の

大
注
釈
〕
と
『
智
慧
金
剛
集
』
の
大
部
の
注
釈
も
著
し
た
。（50a3–5, 

和
訳
・
一
一
五
）

〈
二
七
〉
五
五
歳 

卯
年
（
一
四
一
一
年
）

　

翌
〔
一
四
一
一
〕
年
卯
年
、『
五
次
第
を
明
ら
か
に
す
る
灯
明
』、『
五
次
第
一
座
円
満
赤
注
』
な
ど
を
著
し
た
。（50a3–4, 

和
訳
・
一
一

五
）

　

そ
れ
か
ら
、
五
七
歳
ま
で
に
寿
命
に
係
わ
る
障
害
が
あ
る
と
い
う
徴
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
厄
払
い
の
た
め
に
、
五
五
歳
卯
年
（
一
四

一
一
年
）
の
初
冬
か
ら
、
師
弟
三
〇
人
で
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
バ
イ
ラ
ヴ
ァ
尊
の
『
寿
命
を
伸
ば
す
修
法
』
の
幻
輪
を
作
り
、
厳
し
い
お
籠
り
修

行
に
入
っ
た
。（50a5–b3, 

和
訳
・
一
一
六
）

〈
二
八
〉
五
六
歳 

辰
年
（
一
四
一
二
年
）

　

辰
年
（
一
四
一
二
年
）
秋
八
月
七
日
か
ら
、
師
弟
三
〇
人
で
、
昨
年
同
様
の
厳
し
い
お
籠
り
修
行
に
入
っ
た
。（50b3–6, 

和
訳
・
一
一
六
）

（
）

66

（
）

67

（
）

68

（
）

69



25

　

一
一
月
、
少
し
体
調
を
崩
し
た
が
、
瞑
想
修
行
を
続
け
た
。
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
を
始
め
と
す
る
僧
た
ち
が
、
年
の
明
け
る
ま
で
延
命

儀
式
を
続
け
た
。（50b6–51a3, 

和
訳
・
一
一
七
）

〈
二
九
〉
五
七
歳
（
一
四
一
三
年
）

　

五
七
歳
（
一
四
一
三
年
）
の
と
き
、
病
に
伏
し
た
が
、
瞑
想
修
行
と
延
命
儀
式
の
力
に
よ
っ
て
快
癒
し
た
。（51a1–51b1; SN

RN
, 12a3; 

和

訳
・
一
一
六
〜
一
一
七；
一
九
九
〜
二
〇
二
）

〈
三
〇
〉
五
八
歳 

翌
年
（
一
四
一
四
年
）

　

そ
の
翌
年
（
一
四
一
四
年
）、
タ
ク
パ
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
王
に
招
か
れ
、
オ
ン
（ʼon

）
の
タ
シ
ド
カ
（bkra shis do kha

）
で
夏
安
居
を
行
っ

た
。
そ
こ
で
、
数
百
人
の
三
蔵
僧
に
中
観
、
論
理
学
、
道
次
第
な
ど
多
く
の
法
を
講
義
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
再
び
ガ
ン
デ
ン
寺
に
戻
り
、『
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
の
ル
ー
イ
ー
パ
流
の
大
注
釈
書
、
究
竟
次
第
の
四

座
の
瑜
伽
の
大
小
の
手
引
き
と
成
就
法
、『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
根
本
タ
ン
ト
ラ
と
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
『
灯
作
明
』
の
校
正
を
行

い
、
語
義
を
詳
説
す
る
割
注
と
、
各
章
ご
と
の
難
解
な
箇
所
と
全
体
を
通
じ
て
の
難
解
な
箇
所
の
解
釈
を
決
定
す
る
確
定
的
分
析

（m
thaʼ dpyod

）、
項
目
ご
と
に
ま
と
め
た
綱
要
書
な
ど
を
著
し
た
。（51b2

〜52a1, 

和
訳
・
一
一
八
）

〈
三
一
〉
五
九
歳 

未
年
（
一
四
一
五
年
）

　

未
年
（
一
四
一
五
年
〕
の
夏
、
密
教
の
修
行
堂
（sngags kyi sgrub m

chod khang

、
ガ
ン
デ
ン
・
ヤ
ン
パ
チ
ェ
ン
）
の
基
礎
を
置
い
て
、
建

設
の
準
備
を
初
め
た
。（52a2–4, 

和
訳
・
一
一
九
）

（
）

70

（
）

71

（
）

72

（
）

73

（
）

74

（
）

75

（
）

76

（
）

77



26

〈
三
二
〉
六
一
歳 

酉
年
（
一
四
一
七
年
）

　

酉
年
（
一
四
一
七
年
）
三
月
か
ら
建
築
学
に
通
暁
し
た
も
の
を
招
集
し
て
、
密
教
の
修
行
堂
の
仏
像
・
仏
殿
な
ど
の
建
立
に
着
手
し
た
。

（52a4–53b4, 

和
訳
・
一
一
九
〜
一
二
一
）

　

修
行
堂
（
ヤ
ン
パ
チ
ェ
ン
）
は
そ
の
年
の
う
ち
に
完
成
し
、
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
た
。（53b4–6, 

和
訳
・
一
二
一
）

〈
三
三
〉
六
二
歳 
戌
年
（
一
四
一
八
年
）

　

戌
年
（
一
四
一
八
年
）、
ガ
ン
デ
ン
寺
に
お
い
て
、『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
の
注
釈
灯
作
明
』
と
そ
の
割
注
、
同
タ
ン
ト
ラ
の
釈
タ
ン
ト

ラ
、
同
タ
ン
ト
ラ
の
五
次
第
の
大
部
の
手
引
き
、
六
支
ヨ
ー
ガ
の
大
部
の
手
引
き
、『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
の
大
注
釈
書
『
無
垢
の
光
』
の

詳
説
、
中
観
、
論
理
学
、『
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』、
道
次
第
な
ど
の
法
を
、
深
く
盛
大
に
講
義
し
た
。（54a1–3, 

和
訳
・

一
二
一
）

　

夏
と
秋
に
、
仏
殿
の
回
廊
の
壁
画
が
完
成
し
た
。『
入
中
論
釈
：
密
意
解
明
』
の
執
筆
も
終
え
た
。（54a3–4, 

和
訳
・
一
二
一
〜
一
二
二
）

　

年
の
終
わ
り
に
『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
の
根
本
タ
ン
ト
ラ
と
そ
の
注
釈
書
『
灯
作
明
』
の
開
板
の
準
備
に
着
手
し
、
翌
年
完
成
し
た
。

（54a4, 

和
訳
・
一
二
二
）

〈
三
四
〉
六
三
歳 

亥
年
（
一
四
一
九
年
）

　

亥
年
（
一
四
一
九
年
）
の
春
と
夏
の
間
に
、
三
蔵
僧
に
『
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
の
根
本
タ
ン
ト
ラ
な
ど
の
無
量
の
法

を
講
義
し
、『
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
の
根
本
タ
ン
ト
ラ
の
複
注
も
完
成
し
た
。（54a5–6, 

和
訳
・
一
二
二
）

　

亥
年
の
秋
、
最
後
の
教
化
の
旅
に
出
た
。
ガ
ン
デ
ン
寺
を
発
ち
、
ラ
サ
の
ジ
ョ
ー
釈
迦
牟
尼
像
を
礼
拝
し
、
ト
ゥ
ー
ル
ン
で
所
化
を
教

化
し
た
。
次
に
デ
プ
ン
寺
に
行
き
、
多
く
の
僧
に
、
道
次
第
の
手
引
き
、
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
、『
入
中
論
』、『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
な

（
）

78

（
）

79

（
）

80
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ど
の
法
を
説
い
た
。
デ
プ
ン
寺
を
発
っ
て
ラ
サ
に
戻
り
、
ジ
ョ
ー
釈
迦
牟
尼
像
を
礼
拝
し
、
セ
ラ
チ
ュ
ー
デ
ィ
ン
に
行
っ
た
。
そ
こ
に
密

教
経
典
を
教
授
す
る
学
堂
を
建
て
さ
せ
た
。
次
に
パ
ラ
ム
の
デ
チ
ェ
ン
ツ
ェ
（bde chen rtse

）
に
行
っ
て
、
そ
こ
に
ガ
ク
カ
ル
（sngags 

m
khar

）
と
い
う
密
教
の
学
堂
を
建
て
さ
せ
、
落
慶
法
要
を
し
た
。
そ
れ
か
ら
タ
ク
カ
ル
、
ド
ゥ
シ
（gru 

bzhi

）
に
行
き
、
ふ
た
た
び
ガ

ン
デ
ン
寺
に
戻
っ
て
ヤ
ン
パ
チ
ェ
ン
修
行
堂
に
入
っ
た
。
全
僧
出
席
の
茶
会
に
お
い
て
、『
極
楽
に
生
ま
れ
る
た
め
の
祈
願
文
』
を
作
っ

た
。
そ
し
て
自
ら
の
居
殿
に
戻
り
座
に
着
い
て
か
ら
、
体
が
弱
っ
て
い
き
、
瞑
想
の
中
、
死
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
て
い
っ
た
（62a2–

65b2, 

和
訳
・
一
三
六
〜
一
四
二
）

四
、
残
さ
れ
た
課
題

　

本
稿
で
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
在
世
時
に
書
か
れ
た
同
時
代
資
料
で
あ
る
伝
記
、
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
著
『
信
仰
入
門
』
の
記
述
を
基
に
、

ほ
ぼ
編
年
体
で
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
生
涯
の
事
績
の
年
時
を
確
定
な
い
し
は
推
定
し
て
き
た
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
、
二
年
ほ
ど
同
じ
箇
所
に
滞
在

す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
は
、
毎
年
、
さ
ら
に
は
年
に
二
、
三
回
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
場
所
を
移
動
し
て
い
る
。

『
信
仰
入
門
』
で
は
、
そ
れ
が
忠
実
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
年
次
な
い
し
は
年
齢
が
明
示
さ
れ
る
箇
所
は
一
五
ヶ
所
ほ
ど
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
は
、
四
季
節
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
年
の
経
過
は
、
前
後
の
季
節
の
言
及
か
ら
推
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
『
信
仰
入
門
』
以
外
に
も
短
い
伝
記
や
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
た
短
い
著
作
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
個
々
の
事
績
の
内
容
に
付

加
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
時
間
軸
の
決
定
に
は
ほ
と
ん
ど
寄
与
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
年
時
と
場
所
お
よ
び
関
連
す
る
人
物
を
中
心
に

記
載
し
た
。
本
稿
で
整
理
し
た
時
間
軸
は
、
そ
れ
以
外
の
情
報
を
付
加
し
て
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
事
績
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
土
台
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
コ
ロ
フ
ォ
ン
で
執
筆
年
時
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
時
間
軸
と
執
筆
場
所
や
関
連
す

る
人
物
な
ど
の
情
報
を
勘
案
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
著
作
の
著
作
年
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
書
簡
や
特
定
の
人
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に
当
て
た
讃
嘆
偈
な
ど
か
ら
歴
史
的
な
情
報
を
抽
出
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
次
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
る
。

　

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
伝
記
の
研
究
と
し
て
、
本
稿
と
は
別
の
視
点
で
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
思
想
的
展
開
過
程
を
辿
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

福
田
（
二
〇
一
八
）
で
示
さ
れ
た
聖
文
殊
の
啓
示
に
よ
る
中
観
思
想
の
形
成
過
程
の
考
察
や
、
ラ
ム
リ
ム
思
想
の
形
成
過
程
に
お
け
る
聖

文
殊
と
『
教
説
次
第
大
論
』
と
ア
テ
ィ
シ
ャ
か
ら
の
ラ
ム
リ
ム
の
伝
承
の
役
割
、
レ
ン
ダ
ワ
の
著
作
と
の
関
係
、
夢
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
分

析
に
よ
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
密
教
思
想
の
形
成
過
程
の
考
察
な
ど
、
本
稿
で
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
伝
記
的
資
料
を
比
較
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
思
想
的
な
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
よ
う
に
、
中
世
の
人
物
の
年
次
ご
と
の
細
か
い
事
績
や
思
想
展
開
の
様
子
が
詳
細
に
明
ら
か
に
で
き
る
例
は
稀
な
こ
と

で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
よ
う
な
傑
出
し
た
人
物
に
つ
い
て
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
幸
運
な
こ
と
で
あ
る
。

文
献
表

D
JG

『
信
仰
入
門
』tham

s cad m
khyen pa blo bzang grags paʼi dpal gyi zhal snga nas kyi rnam

 par thar pa yongs su brjod paʼi 
gtam

 du bya ba dad paʼi ʼjug ngogs / m
khas grub rje dge legs dpal bzang po . In rje tsong kha paʼi gsung ʼbum

, zhol par m
a, 

ka. T
oh. 5279.

K
BT

B

『
小
品
集
』bkaʼ ʼbum

 thor bu / tsong kha pa blo bzang grags paʼi dpal. gsum
 ʼbum

, zhol par m
a, kha. T

oh. 5275.
K

D
CM

『
カ
ダ
ム
仏
教
史
：
明
灯
』 bkaʼ gdam

s chos ʼbyung gsal baʼi sgron m
e / kun dgaʼ rgyal m

tshan. BD
RC, W

23748, 340b-356b; 

西
蔵
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

LD
J 

『
ロ
タ
ク
ド
ゥ
プ
チ
ェ
ン
と
お
会
い
に
な
っ
た
様
子
』lho brag grub chen dang m

jal tshul / lho brag nam
 m

khaʼ rgyal m
tshan. 

gsung ʼbum
, zhol par m

a, ka. T
oh. 5264.

N
T

D
G

『
宗
喀
巴
大
師
伝
』rje tsong kha pa chen poʼi rnam

 thar chen m
o / cha har dge bshes blo bzang tshul khrim

s.

中
国
蔵
学
出

版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

N
T

LK

『
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
補
遺
』tsong kha paʼi rnam

 thar chen m
oʼi zur ʼdebs rnam

 thar legs bshad kun ʼdus / rtogs ldan ʼjam
s 
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dpal rgya m
tsho. gsung ʼbum

, zhol par m
a, ka. T

oh. 5260.
N

T
ZJ

『
宗
喀
巴
大
師
伝
』tsong kha pa chen poʼi rnam

 thar / rgyal dbang chos rje blo bzang ʼphrin las rnam
 rgyal.

西
藏
人
民
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
。

SH
D

Z
『
藏
文
典
籍
目
録
』bod gangs can gyi grub m

thaʼ ris m
ed kyi m

khas dbang brgya dang brgyad cu lhag gi gsung ʼbum
 so 

soʼi dkar chag phyogs gcig tu bsgrigs pa shes byaʼi gter m
dzod.

人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

SN
RN

『
秘
密
の
伝
記
』rje rin po cheʼi gsang baʼi rnam

 thar rgya m
tsho lta bu las cha shas nyung ngu zhig yongs su brjod paʼi 

gtam
 rin po cheʼi snye m

a / m
khas grub rje dge legs dpal bzang po. tsong kha pa blo bzang grags paʼi dpal gsung ʼbum

, 
zhol par m

a, ka. T
oh. 5261.

T
oh

『
西
蔵
大
蔵
経
目
録　

東
北
帝
国
大
学
蔵
版
』A

 Com
plete Catalogue of the T

ibetan Buddhist Canons Bkah

・-hgyur and Bstan-h

・gyur, 
Ed . H

. U
i, M

. Suzuki, Y
. kanakura, T

. T
ada,

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
、
一
九
三
四
～
五
。

K
aschew

sky, Rudolf.

（1971

）D
as Leben des lam

aistischen H
eiligen T

songkhapa blo-bzan

・-grags-pa (1357-1419) : dargestellt und 
erläutert anhand seiner V

ita 

“Quellort allen G
lückes,

” （A
siatische Forschungen : M

onographienreihe zur Geschichte, K
ultur 

und Sprache der V
ölker O

st- und Zentralasiens 32, 1–2

） 2 vols, W
iesbaden: O

tto H
arrassow

itz.

王
森
（
一
九
九
七
）『
西
藏
佛
教
発
展
史
略
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

石
濱
裕
美
子
、
福
田
洋
一
（
二
〇
〇
八
）『
聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
大
東
出
版
社
。

福
田
洋
一
（
二
〇
一
八
）『
ツ
ォ
ン
カ
パ
中
観
思
想
の
研
究
』
大
東
出
版
社
。

註

本
稿
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
文
字
転
写
の
方
法
は
、
ほ
ぼBuddhist D

igital Resource Center

（https://tbrc.org

）
の
表
記
法
に
準
じ
た

拡
張
ワ
イ
リ
ー
方
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
長
母
音
に
関
し
て
はA
な
ど
の
大
文
字
を
使
用
せ
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
表
記
通
りʼa

な

ど
の
ア
チ
ュ
ン
を
使
っ
て
転
写
し
て
い
る
。

ツ
ォ
ン
カ
パ
が
一
三
九
二
年
三
六
歳
の
と
き
、
遁
世
修
行
の
た
め
に
ウ
ル
カ
に
行
っ
た
と
き
に
同
行
し
た
八
人
の
弟
子
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。

（
）

1（
）

2
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『
信
仰
入
門
』
は
、『
聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
訳
。ʼjug ngogs 

は
、「
渡
し
場
」
や
「
入
り
口
の
門
」
の
意
味
で
あ
る
の
で
、

dad paʼi ʼjug ngogs

で
「
信
仰
へ
の
入
り
口
」「
信
仰
へ
と
導
く
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
意
訳
で
あ
る
『
信
仰
入
門
』
が
日
本
語
の

通
り
も
よ
く
、
分
か
り
や
す
い
の
で
本
稿
で
も
こ
の
訳
を
踏
襲
す
る
。

ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
の
『
信
仰
入
門
』
を
ト
ク
デ
ン
パ
は
『
大
伝
（rnam
 thar chen m

o

）』
と
呼
ん
で
い
る
。
現
在
「
大
伝
」
と
言
う
と
、

ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
著
し
た
伝
記
か
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
著
し
た
伝
記
を
指
す
こ
と
が
多
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ

る
。『

聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
に
は
、
こ
の
ト
ク
デ
ン
パ
の
秘
密
の
伝
記
の
補
遺
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
『
秘
中
の
秘
な
る
御
事
績
』
に
は
二

の
『
善
説
拾
遺
』
よ
り
も
、
さ
ら
に
多
く
の
神
秘
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
に
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
全

集
の
『
小
品
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
自
伝
『
私
の
業
績
の
要
説
（rang gi rtogs pa brjod pa m

do tsam
 du bshad pa, T

oh. 5275-58

）』

が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
晩
年
に
自
ら
の
生
涯
を
修
学
期
、
教
学
の
確
立
期
、
仏
教
の
布
教
期
の
三
つ
に
分
け
て
略
述
し
た

も
の
で
あ
り
、rtogs brjod m

dun legs m
a

と
い
う
略
称
の
も
と
、
現
在
で
も
ゲ
ル
ク
派
の
僧
院
で
広
く
読
誦
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
仏
教
を
学
ん
で
い
く
過
程
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
活
動
の
記
録
で
は
な
い
の
で
、
年
次
の
情
報
量
は
少
な
い
。

『
善
説
拾
遺
』
の
中
で
唯
一
年
次
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
誕
生
が
一
三
五
七
年
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（N

T
LK

, 2a5–6

）。
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
ケ
ー
ド
ゥ
プ
ジ
ェ
の
『
信
仰
入
門
』
に
は
生
年
の
記
述
は
な
い
が
、
亡
く
な
っ
た
年
と
年
齢
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
逆
算
し
て
生
年
が
一
三
五
七
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
で
き
、『
善
説
拾
遺
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。

『
藏
文
典
籍
目
録
』（
中
巻
）
に
よ
る
と
、
チ
ャ
ハ
ル
ゲ
シ
ェ
・
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
は
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
り
、
小
さ
い
頃
に
出
家
し
て
、

モ
ン
ゴ
ル
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
を
学
ん
だ
。
二
三
歳
の
と
き
、
北
京
の
雍
和
宮
へ
行
っ
て
ア
キ
ャ
・
ロ
サ
ン
・
テ
ン
ペ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
な
ど
の
下

で
仏
典
を
学
び
、
七
一
歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
（SH

D
Z, 19–21

）。

ロ
ダ
ク
・
ド
ゥ
プ
チ
ェ
ン
・
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
（lho brag grub chen nam

 m
khaʼ rgyal m

tshan, 

一
三
二
六
〜
一
四
〇
一
）
あ

る
い
は
ロ
ダ
ク
・
ケ
ン
チ
ェ
ン
・
チ
ャ
ク
ド
ル
ワ
（lho brag m

khan chen phyag rdor ba

）
は
、
ロ
ダ
ク
地
方
の
ダ
オ
（bra bo

）
寺
の

僧
院
長
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
邂
逅
し
た
と
き
に
起
こ
っ
た
様
々
な
神
秘
的
出
来
事
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
彼
は
七
〇
歳
（
一
三
九
五
年
）
の
六
月
四
日
に
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
を
ロ
ダ
ク
の
ダ
オ
寺
に
招
い
た
と
記
し
て
い
る
（LD

J, 
a4

〜b1

）。
し
か
し
、『
信
仰
入
門
』
に
よ
る
と
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
ロ
ダ
ク
に
行
っ
た
の
は
、
一
三
九
四
年
の
夏
で
あ
る
。

（
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内
容
は
予
言
や
諸
仏
、
諸
菩
薩
な
ど
が
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
に
顕
れ
る
様
子
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
不
明
で
あ
る
。
ケ
ー
ド
ゥ
プ

ジ
ェ
は
三
人
称
で
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
全
訳
で
は
な
く
、
章
に
よ
っ
て
は
要
約
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

木
版
本
も
あ
る
が
、
稀
覯
本
で
あ
り
、
通
常
は
イ
ン
ド
の
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
で
一
九
六
七
年
に
タ
イ
プ
版
で
出
版
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
中
国

の
青
海
民
族
出
版
社
で
一
九
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
活
字
本
が
広
く
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
。

彼
は
、
他
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
〇
世
（tshul khrim

s rgyal m
tsho, 

一
八
一
六
〜
一
八
三
六
）
と
一
一
世
（m

khas grub rgya m
tsho, 

一
八
三
八
〜
一
八
五
五
）
の
伝
記
も
著
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
こ
に
は
上
述
の
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
伝
記
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
書
で
の
年
齢
記
述
は
数
え
年
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
申
年
（
一
三
九
二
年
）
に
三
六
歳
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
生
年
の
一
三
五
七
年
か
ら
計
算
す
る
と
、
一
三
九
二
年
は
数
え
年
三
六
歳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
下
、
本
稿
で
の
年
齢
も
、

数
え
年
で
記
載
す
る
。

フ
ォ
ー
リ
オ
数
、
行
数
は
シ
ョ
ル
版
『
信
仰
入
門
』（D

JG

）
の
も
の
、
和
訳
は
『
聖
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
の
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

こ
の
対
で
典
拠
を
示
す
こ
と
が
多
い
の
で
、
以
下
書
名
の
略
号
は
省
略
す
る
。

ト
ン
ド
ゥ
プ
・
リ
ン
チ
ェ
ン
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
幼
少
期
の
恩
師
で
あ
り
、
出
家
戒
も
彼
が
授
け
た
。『
信
仰
入
門
』
に
は
「
ト
ン
ド
ゥ
プ
・
リ
ン

チ
ェ
ン
の
伝
記
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（6b1–7b5, 
和
訳
・
三
二
〜
三
五
）。

原
語
は 

“phar 
phyin

” 

な
の
で
、
正
確
に
は
「
波
羅
蜜
〔
思
想
〕」
と
訳
す
べ
き
だ
が
、
こ
れ
は
『
般
若
経
』
の
注
釈
で
あ
る
『
現
観
荘
厳

論
』
に
説
か
れ
る
思
想
で
あ
り
、
通
例
に
従
っ
て
「
般
若
思
想
」
と
訳
す
。

ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
一
九
歳
の
と
き
に
、
ニ
ャ
オ
ン
・
ク
ン
ガ
ぺ
ル
の
紹
介
を
受
け
、
前
に
も
面
識
の
あ
っ
た
レ
ン
ダ

ワ
の
と
こ
ろ
で
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
と
そ
の
自
注
を
聴
聞
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
（N

T
D

G, 
56-59

）、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ツ
ェ
チ
ェ

ン
寺
に
行
っ
た
の
は
二
〇
歳
の
夏
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
に
「
二
〇
歳
の

辰
年
の
夏
学
期
に
ツ
ェ
チ
ェ
ン
に
い
ら
っ
し
ゃ
り
［
…
］
聖
レ
ン
ダ
ワ
は
そ
の
夏
は
サ
キ
ャ
か
ら
ツ
ェ
チ
ェ
ン
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、

〔
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
レ
ン
ダ
ワ
か
ら
〕『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
の
自
注
を
聴
聞
す
る
。（dgung lo nyi shu pa m

e ʼbrug loʼi dbyar chos la 
rtse chen du phebs nas [

…] rje btsun red m
daʼ ba dbyar de sa skya nas rtse chen na phebas ʼdug pa la m

ngon pa m
dzod 
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rang ʼgrel gyi steng nas m
dzub khrid du gsan

）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
一
致
す
る
（N

T
ZJ, 82–83

）。

サ
キ
ャ
派
の
学
僧
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
そ
れ
ほ
ど
歳
が
離
れ
て
い
な
い
が
、
顕
教
に
お
け
る
最
も
重
要
な
師
で
あ
り
、『
菩
提
道
次
第
大
論
』
ま

で
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
初
期
の
思
想
形
成
期
に
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
二
〇
歳
の
と
き
に
、
キ
ョ
ル
モ
ル
ン
寺
の
僧
院
長
で
あ
る
カ
シ
パ
・
ロ
セ
ル
（dkaʼ bzhi pa blo 

gsal
）
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
と
記
し
て
い
る
（N

T
D

G, 
617

）。
そ
の
た
め
一
九
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
年
次
の
記
述

は
、
本
稿
と
は
一
年
ず
つ
ず
れ
る
。
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
は
、
こ
こ
で
二
一
歳
と
明
示
し
て
い
な
い
が
、
本
稿
の
〈
三
〉
と
同

様
「
二
二
歳
の
春
に
ナ
ル
タ
ン
を
通
っ
て
、
サ
キ
ャ
寺
に
行
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
（N

T
ZJ, 89

）、
本
稿
と
同
じ
推
定
で
あ
る
。

“de rjes

”と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
直
前
の
記
述
が
「
冬
」
で
あ
り
、
こ
の
後
に
季
節
が
言
及
さ
れ
る
の
も
「
冬
」
で
あ
り
、
時

の
経
過
は
、
こ
の
「
そ
の
後
」
し
か
な
い
の
で
、
こ
の
間
に
年
が
変
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
弟
子
ウ
ユ
ク
パ
（ʼu yug pa rig paʼi seng+ge / bsod nam

s seng+ge, 

？
〜
一
二
五
三
）
の
著
し
た
『
プ
ラ

マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
の
注
釈
書
。

次
の
〈
六
〉
の
記
述
が
夏
学
期
か
ら
始
ま
る
の
で
、
エ
、
ナ
ル
タ
ン
、
デ
ワ
チ
ェ
ン
、
サ
キ
ャ
で
の
聴
聞
や
問
答
は
、
二
四
歳
一
三
八
〇
年
の

秋
学
期
か
ら
翌
年
の
春
学
期
に
か
け
て
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

中
観
、
論
理
学
、
阿
毘
達
磨
、
般
若
思
想
、
律
の
基
本
典
籍
。

以
下
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
具
足
戒
受
戒
の
次
第
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
の
重
要
な
出
来
事
に
つ
い
て
明
確
な
年
次
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
直
前

の
時
期
は
、
一
三
八
一
年
の
夏
季
に
グ
ン
タ
ン
寺
、
サ
ン
プ
寺
、
ツ
ェ
タ
ン
寺
を
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ツ
ェ
タ
ン
寺
で
の
議
論
を

終
え
た
の
ち
、
ヤ
ル
ル
ン
の
ナ
ム
ギ
ェ
ル
寺
で
そ
れ
か
ら
年
次
を
超
え
た
季
節
の
記
述
が
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
同
年
の
後
半
に
具
足
戒
を
受
け

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

シ
ャ
ー
キ
ャ
シ
ュ
リ
ー
バ
ド
ラ
は
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
大
僧
院
の
最
後
の
僧
院
長
で
あ
る
。
同
僧
院
が
一
二
〇
三
年
イ
ス
ラ
ム
勢
力

に
破
壊
さ
れ
て
イ
ン
ド
で
の
仏
教
の
拠
点
が
失
わ
れ
た
。
シ
ャ
ー
キ
ャ
シ
ュ
リ
ー
バ
ド
ラ
は
そ
の
前
年
に
チ
ベ
ッ
ト
に
亡
命
し
、
サ
キ
ャ
派
の
サ

キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
・
ク
ン
ガ
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
（
一
一
八
二
〜
一
二
五
一
）
に
出
家
戒
を
授
け
、
ま
た
イ
ン
ド
仏
教
最
後
の
伝
統
、
特
に
論
理
学
の

伝
統
を
伝
え
た
。

具
足
戒
を
受
け
た
後
、
デ
ィ
グ
ン
・
カ
ギ
ュ
派
の
本
山
テ
ル
に
行
っ
た
の
が
、
同
年
（
二
五
歳
一
三
八
一
年
）
な
の
か
翌
年
（
二
六
歳
一
三
八

（
）
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二
年
）
な
の
か
は
不
明
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
三
一
歳
一
三
八
七
年
に
デ
ワ
チ
ェ
ン
で
『
善
説
金
蔓
』
を
完
成
す
る
ま
で
の
年
次
も
確
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

パ
ク
モ
ド
ゥ
・
カ
ギ
ュ
ー
派
の
祖
師
で
あ
る
パ
ク
モ
ド
ゥ
パ
・
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ポ
（phag m

o gru pa rdo rje rgyal po, 

一
一
一
〇
〜

一
一
七
〇
）
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
寺
院
。

パ
ク
モ
ド
ゥ
パ
政
権
の
第
三
代
目
の
摂
政
で
あ
り
、
パ
ク
モ
ド
ゥ
・
カ
ギ
ュ
派
第
十
代
目
座
主
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
書
い
た
伝
記
は
ツ
ォ
ン
カ
パ

全
集
のkha
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ツ
ァ
コ
ポ
ン
ポ
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
最
初
の
四
人
の
弟
子
の
中
の
一
人
で
あ
る
。
彼
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
彼
に
三
通
の

書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
一
通
目
の
書
簡
の
奥
書
に
「
ギ
ャ
モ
ロ
ン
（rgya m

o rong

）
で
寺
院
を
建
て
終
わ
っ
た
」（K

BT
B, 193b4-5

）
と
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
彼
が
ギ
ャ
モ
ロ
ン
で
寺
院
を
建
て
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
通
目
は
『
道
の
根
本
三
要
素
（lam

 
gyi 

rtso 
bo 

rnam
 

gsum

）』
と
し
て
有
名
な
教
誡
の
偈
で
あ
り
、
三
通
目
は
『
菩
提
道
次
第
大
論
』
の
内
容
の
説
明
で
あ
る
（K

BT
B, 194b5–196a3

）。

shes rab kyi pha rol tu phyin paʼi m
an ngag gi bstan bcos m

ngon par rtogs paʼi rgyan ʼgrel pa dang bcas paʼi rgya cher 
bshad pa legs bshad gser phreng, T

oh. 5412.

『
現
観
荘
厳
論
』
の
注
釈
『
善
説
金
蔓
』
の
奥
書
に
「
大
僧
院
デ
ワ
チ
ェ
ン
に
お
い
て
、
ラ
プ
チ
ュ
ン
（rab 

byung

）
の
年
の
五
月

（snron gyi zla ba

）
に
結
び
を
完
成
し
た
（chos grw

a chen po bde ba can du rab byung gi lo snron gyi zla ba la m
jug yongs 

su 
rdzogs

）」
と
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
暦
の
六
〇
年
周
期
で
あ
る
ラ
プ
チ
ュ
ン
は
、
一
〇
二
七
年
（
丁
卯
の
年
）
か
ら
始
ま
る
。「
ラ
プ
チ
ュ
ン
」

と
の
み
言
う
場
合
は
六
〇
年
ご
と
の
丁
卯
の
年
を
指
す
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
存
命
中
の
丁
卯
の
年
は
一
三
八
七
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ワ
チ
ェ

ン
で
の
『
善
説
金
蔓
』
の
完
成
は
、
三
一
歳
の
一
三
八
七
年
五
月
で
あ
り
、
こ
の
春
学
期
も
同
年
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
善
説
金

蔓
』
の
完
成
年
あ
る
い
は
執
筆
期
間
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
三
二
歳
の
と
き
、『
現

観
荘
厳
論
』
の
注
釈
書
『
善
説
金
蔓
』
を
著
し
た
と
述
べ
て
い
る
（N

T
ZJ, 

一
〇
八
）。
王
森
氏
も
、
三
二
歳
の
と
き
に
『
現
観
荘
厳
論
』
の
注

釈
書
を
著
し
た
と
す
る
（
王
森
、
一
九
九
七
、
三
二
三
）。
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
伝
記
で
は
、
二
五
歳
か
ら
二
九
歳
の
間
の
こ
と
と
し
て
、

著
作
年
を
特
定
し
て
い
な
い
（N

T
D

G, 

八
四
）。
上
述
し
た
よ
う
に
、
完
成
年
に
つ
い
て
は
、
三
一
歳
一
三
八
七
年
と
考
え
ら
れ
る
が
、
書
き
始

め
た
ツ
ェ
ル
で
の
滞
在
が
、
二
五
歳
一
三
八
一
年
な
の
か
二
六
歳
一
三
八
二
年
な
の
か
は
確
定
で
き
な
い
。

“slar yang deʼi phyi de / dbyar chos.

”こ
の
直
前
の
季
節
の
言
及
は
、
春
学
期
に
チ
ャ
ユ
ル
で
講
義
を
行
っ
た
と
き
で
あ
る
。「
そ
の

（
）
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次
」
が
次
の
年
な
の
か
、
次
の
学
期
で
あ
る
の
か
は
微
妙
だ
が
、
次
の
年
で
あ
る
と
す
る
積
極
的
な
理
由
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
春
学
期
の

次
の
学
期
、
す
な
わ
ち
夏
学
期
」
と
考
え
て
お
く
。
こ
れ
は
、
デ
ワ
チ
ェ
ン
で
『
現
観
荘
厳
論
』
の
注
釈
『
善
説
金
蔓
』
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う

直
前
の
記
述
と
も
合
致
す
る
。

「
弥
勒
の
五
法
」
の
う
ち
、『
大
乗
荘
厳
経
論
』
を
除
く
『
中
辺
分
別
論
』、『
法
法
性
分
別
論
』、『
現
観
荘
厳
論
』、『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』
の

四
書
。

中
観
六
論
書
の
う
ち
、『
ラ
ト
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
を
除
く
『
中
論
』、『
廻
諍
論
』、『
空
七
十
論
』、『
六
十
頌
如
理
論
』、『
広
破
論
』
の
五
書
。

ニ
グ
マ
の
六
法
や
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
に
含
ま
れ
る
修
行
法
で
、
臍
下
の
ト
ゥ
ン
モ
の
位
置
に
意
識
を
集
中
し
て
ル
ン
を
動
か
す
瞑
想
。

ツ
ォ
ン
カ
パ
と
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
田
（
二
〇
一
八
）
第
二
章
「
聖
文
殊
の
教
誡
に
よ
る
中
観
思
想
の
形
成
過
程
」
第

一
節
「
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
ラ
マ
・
ウ
マ
パ
の
関
係
」（
八
五
〜
八
七
）
参
照
。

次
の
段
落
で
、
秋
学
期
前
に
レ
ン
ダ
ワ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
バ
ウ
バ
ニ
ェ
ル
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
段
落
は
夏
学
期
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

生
没
年
不
明
。
著
作
も
多
く
な
い
。
プ
ト
ン
の
系
統
を
引
く
シ
ャ
ル
寺
の
尊
者
で
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
多
く
の
密
教
の
法
を
伝
え
て
い
る
。
初
め

て
会
う
前
に
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
彼
の
夢
を
見
た
の
で
あ
る
。

ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
三
九
歳
の
と
き
に
ロ
ダ
ク
に
行
っ
た
と
書
か
れ
て
い

る
（N

T
ZJ, 

一
四
三
）。
王
森
氏
も
そ
れ
に
し
た
っ
て
い
る
（
王
森
、
一
九
九
七
、
三
二
九
）。
し
か
し
、『
信
仰
入
門
』
で
は
申
年
（
一
三
九
二

年
）
の
冬
の
一
〇
月
に
三
六
歳
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
ロ
ダ
ク
に
行
く
ま
で
の
季
節
は
、
春
、
夏
、
冬
、
春
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
三
九

三
年
三
七
歳
の
春
、
夏
、
冬
と
一
三
九
四
年
三
八
歳
の
春
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
三
九
四
年
三
八
歳
の
夏
の
後
半
に
ロ
ダ
ク
に
行
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
も
ツ
ォ
ン
カ
パ
三
八
歳
の
と
き
に
ロ
ダ
ク
・
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
と
会
っ
た

と
述
べ
て
い
る
（N

T
D

G, 139

）。

ロ
ダ
ク
・
ナ
ム
カ
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
が
著
し
た
も
の
に
“lug zlaʼi tshes bzhiʼi nyin lho brag bra bo dgon par phyag phebs byon 

pa bdag gis bsu ba la phyin pas

”（
六
月
四
日
に
ロ
ダ
ク
の
タ
オ
寺
に
い
ら
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
は
出
迎
に
行
っ
た
）
と
書
か
れ
て
い
る
の

で
、
タ
オ
寺
に
行
っ
た
の
が
「
夏
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（LD

J, 2a1
）。

一
三
九
四
年
の
夏
以
降
、
ロ
ダ
ク
に
七
ヶ
月
滞
在
し
た
と
あ
る
の
で
、
ロ
ダ
ク
か
ら
ジ
ン
チ
に
行
っ
た
の
は
、
同
年
の
冬
で
あ
る
。
ジ
ン
チ
か

ら
ニ
ェ
ル
の
ロ
ロ
に
移
っ
た
季
節
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
五
ヶ
月
滞
在
し
た
の
ち
、
夏
は
下
ニ
ェ
ル
の
ヤ
ル
デ
ン
寺
で
過
ご
し
た
と
あ

（
）
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る
の
で
、
ニ
ェ
ル
の
ロ
ロ
に
は
一
三
九
四
年
三
八
歳
の
冬
の
う
ち
に
移
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
ル
ン
パ
・
ロ
ド
ゥ
ー
ジ
ュ
ン
ネ
ー
（gro lung pa blo gros ʼbyung gnas

、
一
一
世
紀
〜
一
二
世
紀
前
半
）
の
こ
と
。
サ
ン
プ
寺
を
創
建

し
た
ゴ
ク
・
レ
ク
ペ
ー
シ
ェ
ー
ラ
プ
（
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
弟
子
の
一
人
）
の
甥
で
有
名
な
翻
訳
師
で
あ
っ
た
ゴ
ク
・
ロ
デ
ン
シ
ェ
ー
ラ
プ
（
一
〇
五

九
〜
一
一
〇
九
）
の
弟
子
。

ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
は
、
四
〇
歳
の
と
き
に
下
ニ
ェ
ル
の
セ
ル
ジ
ェ
ガ
ン
の
ヤ
ル
デ
ン
寺
に
行

っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（N

T
ZJ, 

一
五
二
）。
し
か
し
、『
信
仰
入
門
』
の
記
述
か
ら
、
上
の
注
で
指
摘
し
た
よ
う
な
滞
在
期
間
に
な
る
の
で
、
こ

の
夏
は
三
九
歳
一
三
九
五
年
の
夏
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
は
“de nas sm

ad seng ge rdzong du phebs/dgung lo bzhi bcuʼi m
e byi loʼi 

dpyid gnas der bzhugs /

”（
そ
れ
か
ら
、
下
ニ
ェ
ル
地
方
の
セ
ン
ゲ
ゾ
ン
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
四
〇
歳
で
あ
る
火
鼠
年
の
春
は
そ
こ
に
滞

在
し
た
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
（N

T
D

G, 

一
四
九
）、
次
に
明
確
な
年
時
が
言
及
さ
れ
る
子
年
（
一
四
〇
八
年
）
五
二
歳
の
と
き
の
記
述
ま

で
、
本
稿
の
推
定
と
一
年
ず
れ
て
い
る
。
ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
は
三
九
歳
と
あ
っ
て
、
本
稿
と
同
じ

で
あ
る
（N

T
ZJ, 

二
六
八
）。

こ
の
ブ
ッ
ダ
パ
ー
リ
タ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、『
秘
密
の
伝
記
』
で
は
夢
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
夢
に
つ
い
て
は
、
福
田
（
二
〇
一
八
）
第
二
章

「
聖
文
殊
の
教
誡
に
よ
る
中
観
思
想
の
形
成
過
程
」
第
二
節
「
伝
記
資
料
に
基
づ
く
聖
文
殊
と
の
問
答
」（
七
）「
ブ
ッ
ダ
パ
ー
リ
タ
の
夢
」
参
照
。

ston pa la shes nas dad pa thob paʼi shugs kyis drangs pa zab m
o rten cing ʼbrel par ʼbyung ba gsung baʼi sgo nas bstod pa 

legs par bshad paʼi snying po, T
oh. 5275-15.

『
縁
起
讃
』
の
執
筆
時
期
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
福
田
同
上
書
、
第
二
章
第
五
節
「『
縁
起
讃
』
に
お
け
る
『
中
観
派
の
不
共
の
勝
法
』」
参
照
。

「
夏
」
は
師
弟
二
人
が
ラ
デ
ン
の
隠
棲
所
の
名
声
を
聴
い
た
時
期
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
移
動
し
た
の
が
夏
の
う
ち
な
の
か
、
次
の
秋
な
の

か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
ラ
デ
ン
寺
に
出
発
し
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
一
文
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
夏
の
う
ち
に
移
動
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
『
信
仰
入
門
』
で
確
認
さ
れ
る
限
り
で
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
レ
ン
ダ
ワ
に
会
っ
た
最
後
で
あ
る
。

lam
 rim

 chen m
o, T

oh. 5392.

ロ
サ
ン
・
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ナ
ム
ギ
ェ
ル
と
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
』
で
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
四
六
歳
の
と
き
『
菩
提
道
次

（
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第
大
論
』
を
書
い
た
と
さ
れ
る
。『
信
仰
入
門
』
で
は
、
四
五
歳
秋
か
ら
四
六
歳
春
ま
で
タ
ク
セ
ン
ゲ
の
隠
棲
所
に
滞
在
し
、
そ
の
間
に
『
菩
提

道
次
第
大
論
』、
菩
薩
戒
章
・
根
本
堕
罪
・
師
に
関
す
る
五
十
頌
の
注
釈
書
を
執
筆
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、『
菩
提
道
次
第
大
論
』
は
そ
の
期
間

の
前
半
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
四
五
歳
で
あ
る
か
四
六
歳
で
あ
る
か
は
特
定
で
き
な
い
。

byang chub sem
s dpaʼi tshul khrim

s kyi rnam
 bshad byang chub gzhung lam

, T
oh. 5271.

gsang sngags kyi tshul khrim
s kyi rnam

 bshad dngos grub kyi snye m
a, T

oh. 5270.
bla m

a lnga bcu paʼi rnam
 bshad slob m

aʼi re ba kun skong, T
oh. 5269.

rnam
 gzhag rim

 paʼi rnam
 bshad dpal gsang ba ʼdus paʼi gnad kyi don gsal ba, T

oh. 5290. 
rgyal ba khyab bdag rdo rje ʼchang chen poʼi lam

 gyi rim
 pa gsang ba kun gyi gnad rnam

 par phye ba, T
oh. 5281.

ロ
サ

ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
も
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
四
九
歳
の
と
き
に
、『
真
言
道
次
第
大
論
』
を
著
し
た
と
述
べ
て
い
る

（N
T

D
G, 210-211

）。『
信
仰
入
門
』
で
は
、
チ
ャ
ン
パ
リ
ン
寺
に
四
七
歳
秋
か
ら
四
九
歳
秋
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
間
に
『
真
言
道
次
第
大
論
』

を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
に
他
に
も
密
教
の
重
要
な
著
作
が
数
点
著
さ
れ
て
い
る
。

ʼjigs byed kyi sgrub thabs bdud las rnam
 rgyal, T

oh. 5337.
dpal rdo rje ʼjigs byed kyi ʼphrin las bzhiʼi sbyin sreg dngos grub kyi rgya m

tsho, T
oh. 5347.

後
の43b4–5

に
二
年
滞
在
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
五
二
歳
一
四
〇
八
年
の
夏
安
居
ま
で
な
の
で
、
こ
こ
は
そ
の
二
年
前
の
五
〇
歳
一
四
〇

六
年
の
夏
安
居
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
『
信
仰
入
門
』
の
記
述
は
、
最
初
に
『
了
義
未
了
義
の
区
別
：
善
説
心
髄
』
と
『
中
論
注
：
正
理
大
海
』

の
執
筆
の
経
緯
、
永
楽
帝
か
ら
の
招
聘
と
そ
れ
の
辞
退
の
事
情
、
講
義
内
容
の
順
に
、
時
間
の
経
過
に
沿
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
永
楽
帝

へ
の
返
信
が
一
四
〇
八
年
六
月
だ
と
す
る
と
、
多
数
の
講
義
と
夏
安
居
が
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
お
そ
ら
く
執
筆
と
講
義
が
ほ
ぼ
一
年
ず
つ
行

わ
れ
、
永
楽
帝
の
招
聘
と
辞
退
と
の
時
間
の
前
後
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

drang ba dang nges paʼi don rnam
 par phye baʼi bstan bcos legs bshad snying po, T

oh. 5396.
dbu m

a rtsa baʼi tshig leʼur byas pa shes rab ces bya baʼi rnam
 bshad rigs paʼi rgya m

tsho, T
oh. 5401.

『
了
義
・
未
了
義
の
区
別
』
と
『
正
理
大
海
』
が
著
さ
れ
た
時
期
は
、
こ
の
『
信
仰
入
門
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
五
〇
歳
一
四
〇
六
年
の
夏
か

ら
五
二
歳
一
四
〇
八
年
の
夏
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
正
確
な
時
期
は
特
定
で
き
な
い
。

ツ
ォ
ン
カ
パ
は
永
楽
帝
へ
の
書
簡
に
子
年
（
一
四
〇
八
年
）
六
月
一
九
日
と
書
い
て
い
る
（K

BT
B, 270a6-b1

）。
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こ
の
夏
安
居
は
、
直
後
に
「
夏
安
居
の
終
わ
り
に
キ
メ
ー
の
ド
ゥ
ム
ブ
ル
ン
に
向
か
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
五
二
歳
一
四
〇
八
年
の
夏
安
居
だ

と
思
わ
れ
る
。

dpal gsang ba ʼdus paʼi bshad rgyud lha m
o bzhis zhus kyi rgya cher bshad pa srog rtsol gyi de kho na nyid gsal ba, T

oh. 
5285.

dpal gsang ba ʼdus paʼi bshad paʼi rgyud ye shes rdo rje kun las btus paʼi T
ikka, T

oh. 5286.
rgyud kyi rgyal po dpal gsang ba ʼdus paʼi m

an ngag rim
 pa lnga rab tu gsal baʼi sgron m

e, T
oh. 5302.

rgyud kyi rgyal po dpal gsang ba ʼdus paʼi rdzogs rim
 rim

 lnga gdan rdzogs kyi dm
ar khrid, T

oh, 5314.

次
の
年
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、『
秘
密
の
伝
記
』
で
は
五
七
歳
一
四
一
三
年
に
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
病
に
伏
し
、
快
癒
す
る
の
は
そ
の
五
七
歳
の

う
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
延
命
儀
式
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
瞑
想
修
行
は
続
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
次
に
時
間
の
記
述
が
あ
る
の
は
、
翌
年
五

八
歳
一
四
一
四
年
の
夏
安
居
で
あ
る
。

bcom
 ldan ʼdas dpal ʼkhor lo bde m

chog gi m
ngon par rtogas pʼi rgya cher bshad pa ʼdod pa ʼjo ba, T

oh. 5320.
rnal ʼbyor gyi dbang phyug lʼu i paʼi lugs kyi bde m

chog rdzogs rim
 gyi rnam

 bshad dngos grub snye m
a, T

oh. 5324; bde 
m

chog lʼu i paʼi lugs kyi rdzogs rim
 rnal ʼbyor chen poʼi khrid kyi rim

 pa m
dor bsdus, T

oh. 5340,
rnal ʼbyor gyi dbang phyug lʼu i paʼi lugs kyi bcom

 ldan ʼdas ʼkhor lo sdom
 paʼi sgrub thabs bde chen gsal ba, T

oh. 5323.
gsang ʼdus rgya cher bshad pa sgron m

a gsal baʼi tshig don ji bzhin ʼbyed paʼi m
chan gyi yang ʼgrel, T

oh. 5282.
gsang ʼdus rgya cher bshad pa sgron m

a gsal baʼi dkaʼ gnas kyi m
thaʼ dpyod rin po cheʼi m

yu gu, T
oh. 5284.

rgyud tham
s cad kyi rgyal po dpal gsang ba ʼdus paʼi rtsa baʼi rgyud / sgron m

a rab tu gsal bar byed paʼi rgya cher 
bshad pas ʼchad paʼi sa bcad bsdus don, T

oh. 5283.

『
信
仰
入
門
』
に
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
六
〇
歳
一
四
一
六
年
の
記
述
は
な
い
が
、
後
代
の
仏
教
史
で
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
六
〇
歳
の
と
き
に
、
弟
子
の

ジ
ャ
ム
ヤ
ン
・
チ
ュ
ー
ジ
ェ
（ʼjam

 dbyangs chos rje bkra shis dpal ldan,

一
三
七
九
〜
一
四
四
九
）
に
指
示
し
て
、
デ
プ
ン
寺
（ʼbras 
spungs

）
を
建
て
さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、『
カ
ダ
ム
仏
教
史
：
明
灯
』K

D
CM

, 
743-744

）。
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
『
ツ

ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
も
同
様
な
記
述
が
見
ら
れ
る
（N

T
D

G, 283

）。

bstan bcos chen po dbu m
a la ʼjug paʼi rnam

 bshad dgongs pa ras gsal, T
oh. 5408.
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『
カ
ダ
ム
仏
教
史
：
明
灯
』
な
ど
の
後
代
の
歴
史
書
で
は
，
こ
の
年
に
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
弟
子
で
あ
る
チ
ャ
ム
チ
ェ
ン
・
チ
ュ
ー
ジ
ェ
が
セ
ラ

寺
を
建
て
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（K

D
CM

, 748

）。
ロ
サ
ン
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
の
『
ツ
ォ
ン
カ
パ
大
伝
』
で
も
一
四
一
九
年
に
チ
ャ
ム
チ
ェ
ン
・

チ
ュ
ー
ジ
ェ
が
セ
ラ
寺
を
建
て
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（N

T
D

G, 320

）。

bde m
chog bsdus paʼi rgyud kyi rgya cher bshad pa sbas paʼi don kun gsal ba, T

oh. 5316.

（
）

79（
）

80




